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「海の復権」  
「島 のお 爺 さん 、お 婆 さん の笑 顔 を⾒ たい 」が瀬 ⼾内 国 際芸 術祭 の

初 心 で し た 。 そ の 土 地 で 生 き て き た ご 先 祖 さ ん 以 来 の 喜 び も 厳 し さ
も含 めた 生 活と 歴史 に 誇り をも て る活 動を し たい 。そ れ が「 海の 復 権」
とい うテ ー マで した 。  

 
地球 規模 で 都市 化、効 率化、均 質 化が 進む 中 で、島 々 の 人口 は減少

し、地域 の 活力 低下 が 顕著 にな る 中で 、格 差 が拡 大し 弱 者が 追い や ら
れ、農 水産 業が 衰退 し 、大量 生産・大量 消費・大量 廃棄 によ る地 球 環
境 の 悪 化 は 絶 望 的 に す ら 思 え ま す 。 こ れ ら は 自 然 と 文 明 の ほ ど よ い
関係 を保 っ てき た地 域 の生 活と 資 産を 直撃 し てい まし た 。  

 
こ の 時 、 美 術 は 地 球 上 に 棲 む す べ て の 人 の 異 な っ た 生 理 の あ ら わ

れで あり、自然 と人 間 の関 りを あ らわ す方 法 であ った こ とに 着目 し 、
アー ティ ス トと 地域 の 人々 によ る 地域 の特 徴 の発 ⾒、交 流、協働 に よ
る作 品を ベ ース にし た 芸術 祭を 企 画す るこ と にな った の です 。  

 
異 な っ た 人 々 に よ る 眼 差 し と 、 修 練 さ れ た 技 術 と さ ま ざ ま な 人 た

ちに よる 共 作は 、多 く の人 達を 呼 び込 み、こ こで 人は 人 と生 活と 土 地

を体 感し 、 観光 は地 元 の人 たち の 感幸
．．

とな る ので した 。  
 

芸術 祭は そ の過 程で 、この 旅人 と 居住 者、そ して 世界 各 国か らの サ
ポー ター に よる 共通 の 体験 を普 遍 的な もの に する べく 、反省 し、試 ⾏
錯誤 しな が ら進 んで き まし た。そ れは 地域 を 拓き 、旅 ⾏ 者を 目覚 ま し、
美術 を開 い てき まし た 。4 回を終 えた 試み と 成果 は次 の よう なも の で
した 。  

 
第 1 回  

東の 7 つの 島+高松 で 初の 開催 を 迎え まし た 。  
1. ７つ の 島に 渡っ て もら い、個 性の 違い を 知っ ても ら うこ とに つ とめ 、瀬 ⼾ 内の

各 島 が 持 つ 独 特 の 風 土 や ⺠ 族 的 背 景 を 照 ら し 出 す こ と に 成 功 し た と い う 評 価 を
いた だき ま した 。  

2. ボラ ン ティ アサ ポ ータ ーこ え び隊 を媒 介 とし 、官⺠ 協働 のし く みを つく り まし
た。制作 の 段階 から 熱 意を もっ て 参加 する こ えび 隊が 、会期 中に は お客 さん と 作
品、 島と の 関係 づく り に重 要な 役 割を 果た し まし た。   

第１章 開催趣旨 
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第 2 回  

前回 の会 場 であ る直 島 、豊島 、女 木島 、男木 島 、小 豆島 、大島 、犬 島及 び高 松 港・
宇野 港周 辺 に、新た に 沙弥 島、本 島、高⾒ 島 、粟 島 、伊 吹島 の中 ⻄ 讃の ５島 を 加え て
開催 しま し た。  

1. 40 日 間 に わ た り 職 人 や パ フ ォ ー マ ー が バ ン グ ラ デ シ ュ の 文 化 と 熱 気 を 伝 え た
「バ ング ラ デシ ュ・プ ロジ ェク ト 」を⾏ い 、深さ とリ ア リテ ィを も った アジ アと
の文 化的 交 流を 展開 す るこ とが で きま した 。  

2. 男木 島 の休 校中 の 小・中学 校 での プロ ジ ェク トが 成 功し 、ア ー ティ スト が 島へ       
活力 を与 え まし た。島 への 移住 者 が増 え、小・中学 校 が 再開 する と いう 奇跡 的な
こと が起 こ りま した 。  

3. 芸術 祭 にお ける 食 の位 置づ け はま すま す 重要 なも の にな り、沙 弥島 での「 島ス
ー プ 」 は 地 元 の 文 化 的 意 味 と 食 を う ま く 結 び つ け 、 新 た な 可 能 性 を 拓 き ま し た 。 

 
第 3 回  

1. 食の フ ラム 塾の 研 修を 経て 、各島 で瀬 ⼾ 内の 島な ら では の地 元 料理 の提 供 など、      
食こ そ地 域 を知 り地 域 と関 わる 文 化だ と知 り まし た 。こ れに より 食 は飛 躍的 に 進
歩し たと の 評価 をい た だき まし た 。  

2. さ ら に 地 元 独 自 の 文 化 で あ る 「 盆 栽 」「 獅 子 舞 」 に 焦 点 を 当 て た プ ロ ジ ェ クト
を展 開し ま した 。  

3. 一層 の 国際 化を 進 める べく 、第 2 回 のバ ング ラデ シ ュに 続い て タイ の⺠ 族 文化    
を披 露す る「タ イフ ァ クト リー マ ーケ ット 」、ア ジア 12 の国と 地 域の パフ ォ ーマ
ンス が一 堂 に会 する 「 APAMS2016」公演 が 高松 で開 催 され まし た 。APAMS は、
平日 は各 島 に⼊ り、地 域と の密 接 な関 わり が あり まし た 。ま た「 瀬 ⼾内 アジ アフ
ォー ラム」では アジア 12 の国 と地 域から 26 団体 の参 加 を経 て、美 術・文 化に よ
る地 域づ く りの 可能 性 につ いて 話 し合 われ ま した 。  

 
第 4 回  

1. 瀬 ⼾ 内 の 特 産 品 や 農 水 産 物 等 に 焦 点 を 当 て 、 ア ー テ ィ ス ト が ⼯ 夫 を 凝 ら す プ  
ロジ ェク ト を、 高松 港 周辺 （北浜 alley）を 中 心に 展開 し まし た。  

2. ⻄の 各 島と アジ ア の国 々を 結 びつ け 、作 品や 食プ ロ ジェ クト を 通じ て連 携 を強
めま した 。 また 2 回 目 を迎 えた 瀬 ⼾内 アジ ア フォ ーラ ム では 15 の 国と 地域 か ら
38 団体 が参 加し、「 観 光・ 移動 」「芸 術祭 」 につ いて 議 論し 交流 を 深め まし た 。  

3. 世界 各 国の キャ ス トを 迎え「 大切 な貨 物 」の 公演 を ⾏い まし た 。ま た台 湾 を中
心と した 数 百人 のア カ ペラ 合唱 団 が各 島で 歌 うな ど、新 しい 試み を 展開 しま し た。 

4. 大島 の 展開 、評 価 に関 して   
大島 では「 大切 な貨 物 」の 撮影 の ほか 、引 き 続き 作品 を 展開 しま し た。島⾏ き 

のフ ェリ ー が一 般向 け に解 禁さ れ るな ど、大 島の 実態 を 伝え、開 か れた 場所 づ く   
りを 進め て いる こと へ の評 価を 得 まし た。  
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瀬⼾内国際芸術祭 2022 に向けて  
 
第 4 回 の芸 術祭 が始 ま った 頃か ら 、今 まで の 芸術 祭を 根 本的 に総 括 し、次回 に 向け て    

の検 討を 始 め出 しま し た。 内容 は 以下 のこ と など です 。  
 

・  各 ⾏ 政 区 、 島 ご と に 活 動 の 単 位 を 小 さ く す る 部 分 を 設 け て 、 よ り 深 い 関 わ り  
を作 りた い  

・ ART SETOUCHI にも 共通 の テー マを 設 け、 ただ イ ベン トを や るの では な く意
識的 にや り たい  

・ ⼊場 料 、寄 付、 協 賛以 外の 収 ⼊を 増や し たい  
・ アジ ア 全体 でつ な がり 、共 通 化で きな い か  
・ 食を よ り根 底か ら 考え たい  

 
ここ で、 こ れま での 手 法を 確認 し ます 。  

 
1. 作品 を つく り、 そ れを 梃子 に 芸術 祭を ⾏ う  
2. 目的 は 地域 の元 気 。つま り土 地の 生活 、⺠族 的な も のを 美術 が 発信 し 、そ の成             

立お よび 継 続の ため の 助力 で土 地 と人 を活 性 化さ せる  
3. 地元 の 人た ちの 気 持ち を知 り 、さ まざ ま な層 とつ な がり 交流 を 生み 出す  
4. 美術 と 地域 をと り まく 社会 を 学ぶ  
5. 主体 を 形成 し、 次 世代 へと つ なぐ  
6. 突発 的 な出 会い が 生む 思い も しな い展 開 を点 で終 わ らせ ず 、さ まざ まな 領 域と

つな がる 開 口部 をも つ 仕組 みを つ くっ てい く  
 

そ ん な 中 に 今 年 2 月 か ら コ ロ ナ 感 染 が 始 ま り 緊 急 事 態 宣 言 ま で 発 せ ら れ 、 移 動 、 集
会 、共 食の 禁止 が国 内 でも あり 、今も その 渦 中に あり ま す 。社 会が 今後 どの よ うな 方向
に向 かう か 予断 を許 さ ない 中に あ り、こ の間 つみ あげ て きた、イン バウ ンド を 含め たツ
アー 型観 光 の再 検討 が 必要 にな り まし た。  

 
いず れに せ よ経 済第 一 主義 から 、生命 、健康 、人と モノ の 移動 、クリ ーン エネ ル ギー 、       

教 育 文 化 と い う 領 域 に 比 重 が 傾 き 、 社 会 シ ス テ ム に 変 化 が 起 こ る こ と に 鑑 み て 以 下 の
よう な検 討 を加 えて い くこ とに し まし た。  

 
・  観 光 と 移 住 に 対 し 、 島 ⺠ が 他 所 か ら の 人 を 迎 え ⼊ れ ら れ る よ う 腹 を 据 え て 向 き

合う  
・  医 療 も 社 会 的 資 本 の 一 つ と し て 考 え る 。 感 染 症 だ け で な く 気 候 変 動 や 災 害 を 念

頭に 置く  
・ 作家 が 必ず しも 来 日し なく て も開 催で き る展 開を 模 索す る  
・ これ ま での お客 さ んの 数や 流 れを 前提 と せず 、ゼ ロ ベー スで 考 える  

 
な お 、 今 後 も 、 コ ロ ナ ウ イ ル ス と 共 存 せ ざ る を 得 な い 状 況 の 中 で 、 さ ま ざ ま な 社 会

的 変 化 が 生 じ る こ と が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 本 取 組 方 針 の 内 容 に つ い て 、 適 宜 必 要 な
⾒直 しを ⾏ って いき ま す。  
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2-1 名称・会期・会場等 

(1) 名称  
瀬⼾ 内国 際 芸術祭 2022 
Setouchi Triennale 2022 

(2) 会期  
季節  会期  日数  
春  4 月 14 日 （木 ）〜5 月 18 日（ 水）  35 日 
夏  8 月 5 日 （ ⾦） 〜9 月 4 日（日 ）  31 日 
秋  9 月 29 日 （木 ）〜11 月 6 日 （日 ）  39 日 

合計 日数  105 日 
 

【会 期設 定 につ いて 】  
会 期 は 、 過 去 ３ 回 と 同 じ く 、 温 帯 地 域 の 弧 状 列 島 で あ る 日 本 の 大

きな 特徴 で ある「四 季 」を 海外 の 人々 に知 っ ても らう た め、春・夏・
秋の ３シ ー ズン に分 け て開 催し ま す。  

 

(3) 会場  
直島 、豊 島 、女 木島 、男木 島、小 豆島 、大 島 、犬 島、沙 弥島（春 会 期）、
本島（秋 会 期）、高 ⾒島（秋 会期 ）、粟島（秋 会 期）、伊 吹島（秋 会期 ）、
高松 港周 辺 、宇 野港 周 辺  

 

(4) 主催  
瀬⼾ 内国 際 芸術 祭実 ⾏ 委員 会  
会    ⻑： 浜⽥ 恵造 （ ⾹川 県知 事 ）  
名誉 会⻑ ： 真鍋 武紀 （ 前⾹ 川県 知 事）  
副 会 ⻑： 泉雅 文（ ⾹ 川県 商⼯ 会 議所 連合 会 会⻑ ）  

：大 ⻄秀 人 （高 松市 ⻑ ）  
総合 プロ デ ュー サー ： 福武 總一 郎 （公 益財 団 法人 福武 財 団理 事⻑ ）  
総合 ディ レ クタ ー： 北 川フ ラム （ アー トデ ィ レク ター ）  
構成 団体：⾹川 県、高 松市 、丸 ⻲ 市、坂出 市 、観 ⾳寺 市 、三 豊市、土

庄町 、小 豆 島町 、直 島 町、多度 津 町、玉野 市 、（公 財）福
武 財 団 、（ 公 財 ） 福 武 教 育 文 化 振 興 財 団 、 ⾹ 川 県 市 ⻑ 会 、
⾹川 県町 村 会、四国 経 済産 業局 、四国 地方 整 備局 、四 国 運
輸局 、中 国 四国 地方 環 境事 務所 四 国事 務所 、国立 療養 所 大
島⻘ 松園 、四国 経済 連 合会 、⾹ 川 県商 ⼯会 議 所連 合会 、⾹
川県 商⼯ 会 連合 会、（ 一社 ）⾹ 川 経済 同友 会 、⾹ 川県 農 業
協同 組合 、⾹川 県漁 業 協同 組合 連 合会 、⾹ 川 大学 、四 国 学

第２章 開催概要 
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院大 学、徳 島文 理大 学 、高 松大 学 、⾹ 川県 文 化協 会、（ 公
財）四国 ⺠ 家博 物館 、（公 社）⾹ 川県 観光 協 会、（ 一 社）日
本旅 ⾏業 協 会中 四国 支 部⾹ 川地 区 委員 会、（ 公財）高 松 観
光コ ンベ ン ショ ン・ビ ュー ロー 、⾹川 県ホ テ ル旅 館生 活 衛
生同 業組 合 、四国 旅客 鉄道（ 株）、高松 琴平 電 気鉄 道（株 ）、
⾹川 県旅 客 船協 会、（ 一社 ）⾹ 川 県バ ス協 会 、⾹ 川県 タ ク
シー 協同 組 合、（ 公財 ）⾹ 川県 老 人ク ラブ 連 合会 、⾹ 川 県
婦人 団体 連 絡協 議会 、（公社 ）日 本⻘ 年会 議 所四 国地 区 ⾹
川ブ ロッ ク 協議 会、⾹ 川県 ⻘年 団 体協 議会 、さぬ き瀬 ⼾ 塾
／監 事：（ 株 ）百十 四銀 ⾏、（ 株）⾹ 川銀 ⾏／ オ ブザ ーバ ー：
岡山 市、 岡 山県 商⼯ 会 議所 連合 会 、岡 山大 学  
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2-2 重点的な取組みの視点  

近年、グ ロ ーバ ル化 の 進展 によ り 、世界 全 体 で均 質化 、効率 化等が
進み 、人 間 的な 活動 の 幅が 狭ま っ てき てい ま す。  

そう した 中 、これ まで の芸 術祭 で は、国 内外 のさ まざ ま な層 の人 々
に よ る フ ェ イ ス ・ ト ゥ ・ フ ェ イ ス の 交 流 か ら 生 ま れ る 縁 を 大 事 に し
なが ら、自 然と 人間 を つな ぐ「 ア ート 」と い う方 法を 用 いて 地域 の地
形 や 歴 史 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 等 の 文 化 的 な 独 自 性 を 明 ら か に し て い く 活
動 を 展 開 し 、 地 域 を 元 気 に す る と と も に 、 そ れ に 関 わ る 多 く の 人 々
に希 望を 与 えて きま し た。  

今 回 の 芸 術 祭 で は 、 こ う し た 成 果 を 踏 ま え 、 こ れ ま で の 取 組 み を
さ ら に 深 め て い く こ と を 基 本 と し つ つ 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症
へ の 対 応 な ど の 新 た な 課 題 も ⾒ 据 え て 、 次 の ４ 点 を 重 点 的 な 取 組 み
の 視 点 と し て 掲 げ て 準 備 を 進 め ま す が 、 今 後 、 さ ま ざ ま な 社 会 的 変
化 が 生 じ る こ と が 予 想 さ れ る こ と か ら 、 適 宜 必 要 な ⾒ 直 し を ⾏ っ て
いき ます 。  

(1) 瀬⼾内 の里 海・ 里 山の 隠れ た 資源 の発 掘 と発 信  

前 回 の 芸 術 祭 で は 、 讃 岐 う ど ん や 丸 ⻲ う ち わ な ど 独 自 の 伝 統 文 化
の中 で地 域 に根 付い て きた「瀬 ⼾ 内の 資源 」に焦 点を 当 てた プロ ジ ェ
クト を展 開 しま した 。今回 は、そ うし た資 源 を育 んで き た瀬 ⼾内 の ⾥
海・⾥ 山 に 焦点 を当 て 、地域 に 精 通し た地 元 市町 から の 提案、島 ⺠と
の 会 期 外 を 含 め た 継 続 的 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 、 ⾹ 川 県 立 ミ ュ ー ジ
ア ム や 瀬 ⼾ 内 海 歴 史 ⺠ 俗 資 料 館 が 地 域 で 進 め る フ ィ ー ル ド ワ ー ク や
ワー クシ ョ ップ など を 通じ て、そ こに 潜む「 深さ」や「 おも しろ さ 」
を掘 り起 し 、世 界に 向 けて 発信 し ます 。  

(2) 国内・ 世界 との つ なが りの 継 続、 より 質 の高 い交 流 への 転換  
前 回 の 芸 術 祭 で は 、 ア ジ ア を 中 心 と し た 国 と 地 域 か ら 多 く の ア ー テ
ィ ス ト が 参 加 し 、 さ ま ざ ま な プ ロ ジ ェ ク ト が 展 開 さ れ ま し た 。 今 回
は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 巡 る 国 内 外 の 動 向 や 近 年 の 自 然 災
害 の 発 生 状 況 等 を 踏 ま え 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 な ど 新 し い つ な が り の 手 法
も ⾒ 出 し な が ら 、 国 内 外 の ア ー テ ィ ス ト 等 と の 交 流 を よ り 質 の 高 い
も の に し て い き ま す 。 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 人 や モ ノ の 分 断 を 超 え
て 人 類 共 通 の 平 和 、 楽 し み 、 手 伝 い を 深 め る べ く 一 連 の 作 業 を ⾏ っ
てい きま す 。ま た、そ うし た中 で 、地 域住 ⺠ とボ ラン テ ィア サポ ータ
ー や 来 場 者 と の 交 流 、 島 の 住 ⺠ 同 ⼠ の よ り 一 層 の 交 流 を 促 進 し 、 大
学 ・ 高 校 や 各 地 域 団 体 と も 協 力 す る こ と で 、 多 様 な つ な が り を 継 続
しそ の内 容 を深 めて い きま す。  
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(3) 瀬⼾内 の農 ⽔産 物 を活 用し た 「⾷ 」の 充 実・ 強化  
前回 の芸 術 祭で は、島 々の「 食」を魅 力的 な 形で 来場 者 に提 供し 、

島 の 歴 史 や 風 土 、 地 域 の 人 々 と の ふ れ あ い を 味 わ っ て も ら う 活 動 を
展開 しま し た。今回 は 、地 元の 市 町や 学校 と も連 携し 、本土 側を 含め
た瀬 ⼾内 の 魅力 ある 農 水産 物の 掘 り起 しを ⾏ うこ とで 、「 食 」の より
一層 の充 実・強 化を 図 りま す。さ らに 、新 型 コロ ナウ イ ルス 感染 症の
影 響 に よ り 世 界 的 に 経 済 活 動 が 停 滞 す る 中 、 地 域 の 農 水 産 業 の 振 興
に も つ な が る こ う し た 取 組 み を 、 食 料 の 自 給 に つ い て 考 え る 契 機 と
する など 、「食 」を深 めて いき ま すが 、コ ロ ナ禍 の中 で 、よ り一 層 地
域 に 根 差 し た 食 が 人 体 に 大 切 な こ と が わ か っ て き た こ と に 鑑 み 、 地
元食 材の 大 切さ に留 意 して いき ま す。  

(4) 持続可 能な 社会 の 実現 に向 け た取 組み の 推進  
2015 年 の 国 連 総 会 で 採 択 さ れ た Ｓ Ｄ Ｇ ｓ （ 持 続 可 能 な 開 発 目 標）

では 、経 済・社 会・環 境を 巡る 広 範な 課題 に 統合 的に 取 り組 むた めの
17 のゴ ール が示 され ま した 。今 回 の芸 術祭 で は、環境 や 医療 、防 災
な ど 地 域 の さ ま ざ ま な 課 題 に 焦 点 を 当 て な が ら 、 ア ー テ ィ ス ト が 美
術 的 な ⼯ 夫 を 凝 ら し て 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 向 け た 提 案 を ⾏ い ま
す。また 、芸術 祭の 運 営面 にお い ても 、そ う した 動き に 呼応 して 循環
型の 取組 み を進 めま す 。  
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3-1 方針 
初開 催と な る 2010 年 の芸 術祭 を 終え て以 降 、こ れま で 3 年ごと

に「瀬 ⼾ 内 国際 芸術 祭 」を開 催 す ると とも に 、芸術 祭 の 会期 以外 にお
いて も、島 の活 力を 高 めて いく た め、作品 の 公開 やイ ベ ント の開 催 、
島 の ⾏ 事 へ の 参 加 な ど 、 芸 術 祭 も 含 め た 地 域 に お け る ア ー ト 活 動 全
体を 「ART SETOUCHI」と 総称 し 、実 践し て きま した 。  

今 後 も 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 を 巡 る 国 内 外 の 動 向 等 を 踏 ま
えつ つ、そ こに つな が る作 品を 制 作し、2022 年の 芸術 祭 開催 に向 け 、
この「ART SETOUCHI」活 動に 引 き続 き取 り 組み 、地 域 の未 来を ⾒ つ
めた 活動 の 充実 を図 っ てい きま す 。  

 

3-２ 具体的な取組み 

各 会 場 に お い て 、 屋 外 作 品 は 常 時 、 屋 内 作 品 は 春 （ ゴ ー ル デ ン ウ
ィー ク）、夏（お 盆）、秋（シ ルバ ーウ ィー ク ）の３ シー ズン に集 中 し
て公 開し 、あわ せて オ フィ シャ ル ツア ーや ワ ーク ショ ッ プ、イベ ン ト
等も 実施 し ます 。  

ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 な ど 新 し い つ な が り の 手 法 も ⾒ 出 し な が ら 、
国 内 外 の ア ー テ ィ ス ト 等 と の 交 流 を 図 る と と も に 、「 島 の お 誕 生 会 」
の実 施や こ えび 隊に よ る地 域⾏ 事 等へ の参 加 、島 間交 流 など 、地 域 住
⺠ と 来 場 者 と の 交 流 や 島 の 住 ⺠ 同 ⼠ の 交 流 を 促 進 す る な ど 、「 ART 
SETOUCHI」活 動を 通 じて 、地 域 の活 性化 を 図っ てい き ます 。  

 
 

第３章 ART SETOUCHI 活動 
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4-1 方針  

ア ー ト は そ の 地 域 の 特 徴 を あ き ら か に し 、 来 客 者 を そ の 土 地 と 結
びつ ける 働 きを しま す 。と 同時 に 、そ の地 域 とつ なが り をも つ国 、機
関、学校 、企業 等を つ くる よう な 機会 を生 ん でい きま す 。こ れま での
芸術 祭に お いて 蓄積 さ れた アー ト 作品 を、会 場ご との 特 色を 踏ま え 、
さら に発 展 させ ます 。  

な お 、 各 会 場 に お け る ア ー ト 展 開 を 検 討 す る に 当 た っ て は 、 地 域
に 精 通 し た 地 元 市 町 の 提 案 等 も 踏 ま え な が ら 、 各 地 域 の 活 性 化 に 関
わ る さ ま ざ ま な 関 係 者 を 交 え て 議 論 を ⾏ う こ と に よ り 、 将 来 へ の 展
望 に 沿 い な が ら 方 向 性 を 確 認 し 、 で き る 限 り 地 域 住 ⺠ 等 と の 協 力 関
係の 下に 作 品の 制作 や イベ ント の 運営 等を ⾏ いま す。  

 
  

第４章 アートプロジェクト 
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4-2 会場ごとの事業展開 

―直島 
特色 ・コ ン セプ ト  

古く から 瀬 ⼾内 海の 交 通の 要衝 と して 栄え 、人々 は漁 業 や製 塩、海 運交 易に 携 わっ てき
たが、20 世 紀に なる と 、銅や ⾦な どの 貴⾦ 属 の製 錬が 盛 んに なり、近代 ⼯業 の 島へ と発
展し た。 ま た、 今で は 現代 アー ト の聖 地と し て世 界に 知 られ てい る 。  
豊か なア ー ト施 設や 高 い知 名度 に より 、芸 術 祭の 会場 と なる 島々 の 中で 中心 的 役割 を果
たし てい る 。  
2019 まで の取 組み  
初回 の芸 術 祭に あわ せ て、直島 銭 湯「 Ｉ❤湯（2009〜）」、李 禹煥 美 術館（2010〜）が整
備さ れた 。そし て次 の 回には ANDO MUSEUM（2013〜 ）や宮 浦ギ ャ ラリ ー六 区（2013
〜） が誕 生 。ま た、2016 年の 芸 術祭 に先 駆 けて 直島 ホ ール （2015〜） が完 成 する など
アー ト、 建 築の 充実 が 図ら れて い る。2019 年に は、 旧 家を 舞台 に 、水 を介 し た交 流を
目指 す「The Naoshima Plan 2019「水」（2019〜）」の ほか 、島 内 で子 供た ち と稽 古を
しな がら 演 劇を 作り 上 げる 「僕 ら が生 まれる 7 日間の舟 歌（ バル カ ロー ル）」 など のイ
ベン トを 実 施し た。ま た、全国 で も珍 しい 女 性だ けで 演 じる 直島 女 文楽 の公 演 を毎 回の
芸術 祭で ⾏ うな ど、 固 有の 文化 の 発信 も⾏ っ てき た。  
今後 の展 開 方針  
＜美 術に よ る体 験や 学 習の 充実 ＞  
これ まで に 蓄積 され て きた 豊か な アー ト施 設 を活 かし つ つ、特に ア ーテ ィス ト の参 加に
よる 学校 で の美 術体 験 に力 を⼊ れ てい く。ま た、島 ⺠参 加型 のイ ベ ント・ワー クシ ョッ
プに 力を い れる 。ま た 、ヴ ァレ ー ギャ ラリ ー 、ギ ャラ リ ー六 区の 展 開に 力を ⼊ れる 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

 

 

  

直 島 パ ヴ ィ リ オ ン  直 島 ホ ー ル  

 
 

 

 
家 プ ロ ジ ェ ク ト  

 
 

 

 
The  Naoshima Plan 
「 水 」  

 
 
 
 
赤 か ぼ ち ゃ  

 
 

 

 
地 中 美 術 館  

 
 

 

 
直 島 銭 湯 「 I❤湯」  
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―豊島 
特色 ・コ ン セプ ト  
古 来 よ り 稲 作 を は じ め と し た 農 業 や 酪 農 、 漁 業 が 盛 ん な 豊 か な 島 で あ り 、 ま た 、 か つ て
は、「 豊 島 千軒 、石 ⼯ 千人 」と 言 われ るほ ど 石材 業が 盛 んで あっ た 。2017 年６ 月、全国 的
な 注 目 を 集 め た 不 法 投 棄 に よ る 産 業 廃 棄 物 の 処 理 が 完 了 し 、 一 つ の 区 切 り の 時 期 を 迎 え
てい る。  
離 島 で あ り な が ら 、 か つ て は 米 を 島 外 に 出 す ほ ど の 収 穫 が あ っ た 肥 沃 な 土 地 と 地 形 を 持
つこ の島 の 特性 を活 か し、「 食 」と「 アー ト 」を 掛け 合 わせ るこ と によ って 、「自 給自 足 」
「 地 産 地 消 」 の 新 し い 地 域 社 会 の あ り 方 を 発 信 す る こ と を 目 指 し て 、 芸 術 祭 で の 活 動 を
始め てお り 、美し い棚 ⽥の 一角 に 建設 され た 豊島 美術 館 を軸 に 、家 浦 、唐 櫃 、甲生 の３ つ
の集 落な ど で作 品を 展 開し てい る 。  
2019 まで の取 組み  
食と アー ト で人 々を つ なぐ プラ ッ トホ ーム と して 2010 年に 島キ ッ チン を整 備 し、同 じ年
に 、地 元住 ⺠が 再生 し た棚 ⽥の 景 観の 中に 水 滴を モチ ー フに した「 豊島 美術 館 」や「心 臓
⾳の アー カ イブ 」が誕 生し た 。そ の後 も 、生 と死 など を テー マに 、「 豊島 横尾 館（2013〜）」
や「 ささ や きの 森（2016〜）」な どの 作品 も 加わ った 。 また 、2019 年には 、 かつ て乳 児
院だ った 敷 地内 に仮 設 公園 を開 園 する 「コ ロ ガル 公 園 in 豊島©山 口情 報芸 術 セン ター 」
の設 置や 、作家 と島 ⺠ 、来場 者が 協力 して 大 凧を 揚げ る「 空を 曳く 」など のイ ベン トを 実
施し た。ま た、島キ ッ チン では 芸 術祭 会期 外 も毎 月、「 島の お誕 生 会」が開 か れ、住⺠ と
来場 者の 交 流が 生ま れ てい る。  
今後 の展 開 方針  
＜ア ート と 農業 との 結 合＞  
ア ー ト と 農 業 の 関 わ り 方 を ベ ー ス に し た 活 動 方 針 を た て 、 既 存 施 設 の 回 遊 が ⾏ わ れ る よ
うに する ほ か、 作品 制 作な どを 通 じて 、作 家 と島 ⺠、 訪 問者 の協 働 を図 って い く。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  
 
 

 

 

 
豊 島 横 尾 館  

 
 

 

 

 
針 ⼯ 場  

 
 

 

 

 
空 の 粒 子 ／ 唐 櫃  

 
 

 

 

 
島 キ ッ チ ン  

 
 

 

 

 
勝 者 は い な い ー マ ル
チ・バ ス ケ ッ ト ボ ー ル  

 
 

 

 
豊 島 美 術 館  

 
 

 

 
心 臓 ⾳ の ア ー カ イ ブ  
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―女木島  
特色 ・コ ン セプ ト  

島の 山頂 近 くに 大き な 洞窟 があ り 、それ が「 ⻤ヶ 島伝 説 」の⻤ の洞 窟と 言わ れ 、⻤ヶ 島と
し て 知 ら れ る よ う に な っ た 。 島 の 風 景 を 特 徴 づ け る の が 「 オ オ テ 」 と 呼 ば れ る 高 い 石 垣
で、 冬場 の 強風 から 家 屋を 守っ て いる 。  
島そ のも の の美 しさ を 活か し 、島 の生 活を 体 感で きる よ う、海・波・風・樹・光等 をテ ー
マに した、五感 を通 し て島 の自 然 を体 感さ せ る作 品や、休校 中の 小 学校 や空 家 など、既存
の施 設を 活 かし た作 品 を展 開し て いる 。  
2019 まで の取 組み  
目に ⾒え な い風 の形 を 視覚 化し た「カ モメ の 駐車 場（2010〜）」や 幻想 的な 光 を反 射す る
「均 衡（2010〜2016）」、休 校中 の 小学 校を 大 胆に 活用 し た「 女根 ／ めこ ん（2013〜）」、
古い 映画 館 をモ チー フ にし た「ISLAND THEATRE MEGI「女 木 島名 画座 」（2016〜 ）」、
地域 住⺠ が 描か れた「 ⻄浦 の塔（ OK タワ ー ）（2016）」、盆栽 に 光を 当て た「feel feel 
BONSAI（2016）」 と いっ た作 品 を展 開し て きた 。  
2019 年に は、島 に暮 らす 人た ち にと って 便 利で、芸術 祭を 訪れ た 人々 にと っ ても 魅力 が
ある アー ト 作品「 島の 中の 小さ な お店 」プロ ジェ クト が 人気 を博 し た 。ま た 、４つ の作 品
で食 の提 供 を⾏ った 。中で も「瀬 ⼾内 ガス ト ロノ ミー 」は 、女 木島 の歴 史や ⾹ 川県 の名 産
品 を 知 る こ と が で き る と と も に 瀬 ⼾ 内 の お い し い も の を 食 べ る 特 別 な 時 間 が 過 ご せ る と
好評 だっ た 。  
今後 の展 開 方針  
＜島 全体 の 一体 的作 品 展開 ＞  
島 全 体 と し て 、 ⻤ ヶ 島 と い う 伝 説 と 島 の 施 設 全 体 が ア イ デ ン テ ィ テ ィ を も っ て 連 動 す る
作品 展開 を ⾏っ てい く 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

  

 
 
 
 
カ モ メ の 駐 車 場  

 
 
 
 
20 世 紀 の 回 想  

 
 
 
 
ヘ ア サ ロ ン 壽  

 
 
 
 
ラ ン ド リ ー  

 
 
 
 
ピ ン ポ ン ・ シ ー  

 

 
 
 
不 在 の 存 在  

 

 
 
 
女 根 /め こ ん  

 
 
 
 
ISLAND THEATRE 
MEGI「 女 木 島 名 画 座 」 

 
 
 
 
オニノコ瓦プロジェクト２ 
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―男木島  
特色 ・コ ン セプ ト  

昔か らこ の 島で は 、男 性は 海へ 漁 に⾏ き 、あ とに 残る 女 性が 畑の 担 い手 であ っ た。ま た、
ど の 家 で も 耕 作 牛 を 飼 っ て お り 、 農 繁 期 に は 高 松 な ど の 農 家 に そ の 牛 を 貸 す 、 借 耕 牛 の
習慣 が昭和 30 年代 ごろ まで 続い て いた 。  
島 に 連 綿 と 続 く 漁 村 の 生 活 に 触 れ 、 そ の 息 づ き を 体 感 で き る よ う 、 男 木 島 独 特 の 斜 面 に
形 成 さ れ た 集 落 を 回 遊 し 、 石 垣 の 路 地 な ど を 利 用 し て 、 島 独 自 の 空 間 を 体 験 で き る 作 品
や 、 漁 村 の 生 活 に 触 れ る こ と が で き る よ う ⺠ 家 の 土 間 な ど を 利 用 し た 作 品 の 展 開 を ⾏ っ
てい る。  
2019 まで の取 組み  
島を 訪れ た 人を 出迎 え る男 木交 流 館の「男 木 島の 魂（2010〜）」を 基点 に、細 い路 地の と
こ ろ ど こ ろ に 点 在 す る 「 男 木 島 路 地 壁 画 プ ロ ジ ェ ク ト wallalley（2010〜 ）」、 海や 空 に
溶 け 込 む よ う な ⻘ と ⽩ の 立 体 作 品 「 歩 く 方 舟 （ 2013〜 ）」、 古 ⺠ 家 で 織 り 成 す 影 絵 と サ ウ
ン ド オ ブ ジ ェ 「 ア キ ノ リ ウ ム （ 2016〜 ）」、 男 木 島 に 育 つ 植 物 を モ チ ー フ に し た 「 生 成 す
る ウ ォ ー ル ド ロ ー イ ン グ  -日 本 家 屋 の た め に （ 2019〜 ）」、 タ コ 壺 を モ チ ー フ に し た 遊 具
「タ コツ ボ ル（2019〜）」、2010 年 から 毎回 展 示替 えや 作 品を 追加 し てい る川 島 猛と ドリ
ーム フレ ン ズの 「The Space Flower・Dance・Ring（ 宇 宙華 ・舞 ・ 環）（2019〜）」 な ど
の作 品を 展 開し た。2013 年の 昭 和 40 年会 の活 動が ひ とつ の引 き ⾦と なり 、 一度 は休 校
した 小中 学 校が 2014 年に 再開 、移住 者が 島 に活 気を 与 え、島 の 未 来へ の希 望 が生 まれ て
いる 。  
今後 の展 開 方針  
＜地 域の 変 化へ の連 動 ＞  
移 住 者 を 交 え た 島 ⺠ が 芸 術 祭 活 動 と 連 動 し つ つ も 、 理 想 的 な 共 同 体 を つ く っ て い く た め
の方 策に ア ート が伴 走 して いく よ うに する 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  
 
 
 
 
男 木 島 の 魂  

 
 
 
 
タ コ ツ ボ ル  

 
 
 
 
生 成 す る ウ ォ ー ル ド ロ ー イ
ン グ - 日 本 家 屋 の た め に  

 
 
 
 
男 木 島  路 地 壁 画  
プロジェクト wallal ley 

 
 
 
 
Th e  S p ac e  F l o we r・ D an c e・
Ri n g （ 宇 宙 華 ・ 舞 ・ 環 ）  

 
 
 
 
ア キ ノ リ ウ ム  

 
 
 
 
歩 く 方 舟  
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―小豆島  
特色 ・コ ン セプ ト  

古く は「 あ ずき しま 」と呼 ばれ 、「古事 記」にも 登場 す る小 豆島 は 、日本 で 初 めて オリ ーブ
の栽 培に 成 功し て以 来 、栽培 が盛 んに なり 、「 オリ ーブ の 島」と して 親し まれ て きた。寒霞
渓、エン ジ ェル ロー ド に代 表さ れ るよ うな 観 光地 とし て も有 名で あ り、歴史 と 自然 が調 和
した 島で あ る。  
芸術 祭で は 、土 庄港 周 辺、肥土 山 ・中山地 区 、三 都半 島 、醤 の郷 、坂手 地区 、福⽥ 地区 な
どを 小豆 島 の軸 とし 、それ ぞれ 特 徴的 なア ー トプ ロジ ェ クト を展 開 して きた 。また、「 福武
ハウ ス」 を 中心 にア ジ アに おけ る 地域 文化 の コミ ュニ テ ィを 通し た 交流 を⾏ っ てい る。  
2019 まで の取 組み  
小豆 島で は 、島 の各 エ リア で、歴 史や 文化 、地場 産業 な どそ れぞ れ の地 域の 特 色を 生か し
たア ート 展 開を ⾏っ て きた 。  
島 の 玄 関 口 と な る 各 港 で は 、「 太 陽 の 贈 り 物 （2013〜 土 庄 港 ）」 や 「 再 び … （2019、 土 庄
港）」、「辿 り着 く向 こ う岸-シ ャ ン・ヤ ンの 航海 企画 展（2019、草 壁港）」、「 スタ ー・ア ンガ
ー（2013〜 坂手 港）」と いっ たラ ン ドマ ーク と なる 作品 を 制作 して き た。三 都半 島で は 、地
域住 ⺠と 広 島市 立大 学 芸術 学部 と の連 携事 業 が営 まれ 、アー トプ ロ ジェ クト が 継続 的に 展
開さ れて 、地域 住⺠ の 積極 的な 関 わり が定 着 して きた 。2019 年には 作品 設置 場 所を 神浦 地
区に 集約 し たこ とで 周 遊性 が高 ま った 。大 部 地区 では 、 台湾 の作 家 と地 域住 ⺠ が協 働し 、
「国 境を 越 えて ・潮 （ 2016、大部 ）」や 「 国 境を 越え て ・波 （2019、大 部）」 を制 作し た 。
小豆 島か ら およそ 170 メー トル 離 れた 四海 地 域の 沖之 島 では 、独 特 な地 理環 境 に溶 け込 む
「OKINOSANG/元 気・ 覇気 ・ 卦気 （2019、 四 海・ 沖 之島 ）」 が制 作 され 、 鑑賞 者が 渡 船 で
向か う形 態 も注 目を 集 めた。山間 地域 であ る 肥土 山・中 山地 区で は 、2010 年か ら 4 回 連続
して 同じ 場 所で 竹を 用 いた 作品 を 作っ てい る 作家 が地 元 の人 と協 力 して 制作 し た「 小豆 島
の恋（2019、中 山）」な どの 景観 に 溶け 込む 作 品や 、地域 の歴 史を 組 み込 み⾹ 川 大学 が中 心
とな って ⾏ った 演劇 イ ベン トが 注 目を 集め 、賑わ いを ⾒ せた 。醤 の 郷地 区で は 、醤 油や オ
リー ブな ど の地 場産 業 を活 かし た 作品 を展 開 し、「静 寂 の部 屋（2019、醤の 郷 ）」は 、か つ
て醤 油組 合 事務 所で あ った 建物 で 展示 を⾏ っ た。  
また 、各 所 で島 ⺠に よ るお もて な しが ⾏わ れ 、来 場者 と 島⺠ の交 流 のき っか け にな った 。 
今後 の展 開 方針  
＜地 域づ く りを 促進 す るア ート 活 動＞  
小豆 島で は 初回 の芸 術 祭の 中山・肥土 山地 区 から 始ま り 、以 降、各 港を 中心 と して 作品 展
開を ⾏っ て きた 。こ の 動き をベ ー スに 土庄 町 、小 豆島 町 それ ぞれ の 地域 振興 方 針に 関わ る
よう に作 品 展開 を進 め てい く。福 武ハ ウス を 中心 に各 島 と協 力し て 、ア ジア 諸 地域 をつ な
いで いく 。  
 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  
 
 
 
 
太 陽 の 贈 り 物  

 
 
 
 
再 び  …  

 
 
 
 
ア ー ト ノ シ ョ ー  
タ ー ミ ナ ル  

 

 
 
 
猪 鹿 垣 の 島  

 
 
 
 
福 武 ハ ウ ス  
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自 然 の 目 「 大 地 か
ら 」  

 
 
 
 
オ リ ー ブ の リ ー ゼ
ン ト  

 
 
 
 
石 の 島 の 石  

 
 
 
 
ス タ ー ・ ア ン ガ ー  

 
 
 
 
漁 師 の 家  
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―大島  
特色 ・コ ン セプ ト  

⽩砂 ⻘松 の 美し い島 の 風景 が残 る 大島 。1909 年に ハン セ ン病 の療 養 所で ある 大 島⻘ 松
園が 設立 さ れ、1996 年に 「ら い 予防 法」 が 廃止 され る まで の約 90 年間、国 によ るハ
ン セ ン 病 患 者 の 隔 離 政 策 が ⾏ わ れ て き た 。 現 在 は 、 往 来 が 自 由 に な り 、 ⼊ 所 者 全 員が
ハ ン セ ン 病 の 基 本 治 療 を 終 え 、 日 常 生 活 の 支 援 と 、 ハ ン セ ン 病 を 正 し く 理 解 す る ため
の活 動が ⾏ われ てい る 。  
2019 年の 芸術 祭の 開 幕に 合わ せ て官 有船 が 一般 旅客 定 期航 路化 さ れ、⼊所 者 が⻑ 年希
望し てい た 社会 交流 会 館が オー プ ンし た。  
ま た 、 芸 術 祭 を 契 機 に 高 松 市 は 大 島 振 興 方 策 を 策 定 し 、 子 ど も の た め の サ マ ー キ ャン
プや ラジ オ 番組 「大 島 アワ ー」 な ど⼊ 所者 の 意思 に伴 走 する 活動 が ⾏わ れて い る。  
2019 まで の取 組み  
他 の 島 と は 異 な る 環 境 で あ る こ と か ら 、 作 品 の 制 作 プ ロ セ ス や 公 開 方 法 ・ 展 示 場 所な
ど は 、 プ ロ ジ ェ ク ト の 活 動 プ ロ セ ス の 中 で 検 討 し 、 住 ⺠ と 来 島 者 と の 関 わ り の 中 で、
美 術 を 通 し て ⼊ 所 者 が 生 き て き た 記 録 ・ 記 憶 を 伝 え 、 地 域 と 人 の 豊 か な 環 境 を 構 築す
るた めの 活 動を 展開 し てき た。  
⼊所 者と の 交流 を深 め 、島の 内外 のつ なが り を紡 ぎ出 す「 やさ しい 美術 プロ ジ ェク ト」
や 地 域 と 人 の 豊 か な 環 境 を 整 備 し て き た ⽥ 島 征 三 の 活 動 を 中 心 に 、 こ え び 隊 の 会 期外
も含 めた ガ イド の実 施 など 丁寧 な 活動 を続 け てい る。  
2019 年に は、 １人 の ⼊所 者の こ れま での 人 生を モチ ー フに した 「『Ｎさ ん の 人生 ・大
島 七 十 年 』 − 木 製 便 器 の 部 屋－」 や 、 ⼊ 所 者 や 看 護 師 ら か ら 聞 き 取 っ た 物 語 り を 手芸
に て 作 品 化 し た 「 物 語 る テ ー ブ ル ラ ン ナ ー  in 大 島 ⻘ 松 園 （ 2019〜 ）」、「 海 峡 の 歌
/Strait Songs（2019〜 ）」や 「 大 切な 貨物 （ 2019〜）」 など の作 品 を展 開し た 。  
今後 の展 開 方針  
＜将 来の あ り方 を⾒ 据 えた 展開 ＞  
住 ⺠ 、 大 島 ⻘ 松 園 、 高 松 市 、 ⾹ 川 県 と 連 携 し な が ら 、 今 ま で の 活 動 を 維 持 し つ つ 、将
来の 島の あ り方 を⾒ 据 えた 活動 を ⾏う 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

 
 
 
 
⻘ 空 水 族 館  

 
 
 
 
「 N さ ん の 人 生 ・ 大 島 七 十
年 」 − 木 製 便 器 の 部 屋 −  

 
 
 
 
稀 有 の 触 手  

 
 
 
 
{つ な が り の 家 } 
GALLERY15「海のこだま」 

 
 
 
 
海 峡 の 歌 /Strait  
Songs 

 
 
 
 
物 語 る テ ー ブ ル ラ ン
ナ ー  in 大 島 ⻘ 松 園  

 
 
 
 
{ つ な が り の 家 } カ
フ ェ ・ シ ヨ ル  

 
 
 
 
大 切 な 貨 物  
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―犬島  
特色 ・コ ン セプ ト  

1909 年に 銅製 錬所 が 開設 され 、島の 人口 は 、一時期 5,000 人を超 えた が 、1919 年の 製
錬所 の閉 鎖 など によ り 、人 口は 減 少の 一途 を 辿っ た。  
経済 産業 省 によ る「近 代化 産業 遺 産群」の一 つと して、製錬 所跡 地 が認 定さ れ た。こ の
製錬 所の 遺 構を 保存 し 、環 境に 負 荷を 与え な い施 設と し て再 生す る など 、犬 島 全体 を「 建
築・現 代ア ート・環境 」によ る新 たな 循環 型 社会 のモ デ ルと する こ とを 目指 し たプ ロジ
ェク トを 展 開し てい る 。ま た、犬 島独 自の 空 間と 歴史 を 活か した 演 劇な ども 開 催し てい
る。  
2019 まで の取 組み  
2008 年に 近代 化産 業 遺産 であ る 犬島 製錬 所 の遺 構を 保 存・ 再生 し た「 犬島 精 錬所 美術
館 」が 開館 し 、2010 年には 犬島 の 集落 に犬 島「 家プ ロジ ェク ト 」を 開始 。会期 毎に 一部
の作 品を ⼊ れ替 えな が ら展 開し て きた。2016 年に は、「 円 都空 間 in 犬島  produced by 
Takeshi Kobayashi（2016）」、2019 年には、「 エン トロ ピ ーの 楽園-第 2 章-」 とい った
パフ ォー ミ ング アー ツ を開 催。ま た、「犬 島 くら しの 植 物園」を開 園し、食べ 物か らエ
ネル ギー に 至る まで 、自給 自足 を しな がら 自 然と とも に くら す歓 び を体 験で き る場 づく
りを 実施 し てき た。  
今後 の展 開 方針  
＜次 世代 の ため の循 環 型・ 持続 可 能な 社会 の モデ ルを つ くる ＞  
犬島 の歴 史・文化・資 源・人 をよ り体 感で き る取 組み を 具現 化し 、「 滞在 」を通 して 島⺠
と 来 島 者 が と も に 次 世 代 の 循 環 型 ・ 持 続 可 能 な 「 く ら し 方 」「 生 き 方 」 を 一 緒 に 考 え て
いけ るよ う な機 会と 空 間を 提供 す る。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

 
 
 
 
犬 島 「 家 プ ロ ジ ェ ク ト 」  

 
 
 
 
犬 島  く ら し の 植 物 園  

 
 
 
 

犬 島 精 錬 所 美 術 館  
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―沙弥島  
特色 ・コ ン セプ ト  

かつ て柿 本 人麻 呂が こ の島 を訪 れ 、そ こで 詠 んだ 歌は 万 葉集 に収 め られ てい る 。番 の州
⼯業 地帯 の 大規 模な 埋 め立 て造 成 によ って 、 1960 年代 後半 に東 隣 の瀬 居島 と とも に陸
続 き に な っ た 。 現 在 は 、 瀬 ⼾ 大 橋 記 念 公 園 が 整 備 さ れ 、 夏 場 は 「 快 水 浴 場 百 選 」（ 環 境
省） に選 ば れた 沙弥 海 水浴 場が 多 くの 海水 浴 客で にぎ わ って いる 。  
沙弥 島を は じめ 、与 島 地区 ５島 や 坂出 市の 特 徴を とら え 、地 域の 歴 史や 文化 を 活か した
活動 が⾏ わ れて いる 。  

2019 まで の取 組み  
2013 年か ら会 場に 加 わり、2019 年で 3 回目 の春 会期 を 迎え た。沙 弥島 の新 た なス ポッ
トと して 親 しま れて い る小 高い 丘 の作 品「 階 層・ 地層 ・ 層（2013〜）」や 、沙 弥島 、瀬
居島、与島 、岩⿊ 島、櫃石 島の 5 つの 島に 暮 らす 人々 が 協働 して 制 作し た巨 大 でカ ラフ
ルな 作品「 そら あみ ＜ 島巡 り＞（ 2013、2016、2019）」、「沙弥 島・⻄ノ 浜の 家（2013、
2016）」で の与 島地 区 ５島 の郷 土 料理 の提 供 等を 展開 、「八人 九脚（2013〜）」は瀬 ⼾大
橋記 念公 園 で、 瀬⼾ 内 海を 望む ス ポッ トと し て継 続展 示 され てい る 。ま た、2019 年に
は、旧 沙弥 小・中 学校 にお いて 新 たに 4 つの 作品 を展 開 した。瀬⼾ 大橋 を一 望 でき るナ
カ ン ダ 浜 の 絶 景 ポ イ ン ト で は 、「 家 船 」 か ら 着 想 を 得 た 船 の 作 品 が 展 開 さ れ 、 春 会 期 以
降も 秋会 期 終了 まで 継 続し て制 作 が進 めら れ た。この よ うに 、島 の 歴史 や現 状 を魅 力的
に伝 える 作 品を 、ワ ー クシ ョッ プ など 地域 の 住⺠ との 共 同作 業を 通 して 展開 し てき た。 
今後 の展 開 方針  
＜与 島地 区 ５島 のつ な がり を深 め る＞  
従来 の展 開 を受 け継 ぎ つつ 、与 島 地区 ５島 の 連携 を図 る 作品 展開 を 考え てい く 。ま た、
地域 の伝 統 ⾏事 も活 か しな がら 、 春会 期に ふ さわ しい 作 品、 イベ ン トを 計画 す る。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

 
 
 
 
階 層 ・ 地 層 ・ 層  

 
 
 
 
八 人 九 脚  
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―本島  
特色 ・コ ン セプ ト  

優れ た造 船 及び 操船 技 術を 持っ た 塩飽 水軍 の 本拠 地と し て栄 える 。船方 たち は 人名（に
んみ ょう）と称 され、いた る所 に 統治 の歴 史 的遺 産が 残 って いる。日本 人の 手 で初 めて
太平 洋を 往 復し た咸 臨 丸の 乗組 員 の多 くは 塩 飽の 水夫 で あっ た。 ま た、 人名 の 一部 は、
造船 技術 を 活か し、 宮 大⼯ や家 大 ⼯と して 「 塩飽 大⼯ 」 の名 を世 に 知ら しめ た 。  
塩飽 勤番 所 跡、千 歳座 、笠島 まち 並保 存地 区 など、島に 存在 する 歴 史あ る地 域 資産 を保
存し 、活 か す活 動を ⾏ って いる 。  
2019 まで の取 組み  
2013 年か ら会 場に 加 わり、2019 年で 3 回目 の秋 会期 を 迎え た。塩 飽大 ⼯衆 の 復活 を願
い 活 動 を開 始 さ せ た「 善 根 湯×版 築 プ ロ ジェ ク ト （2013〜）」 や 、 瀬 ⼾ 内 の美 し さ を ヨ
ー ロ ッ パ に 伝 え た シ ー ボ ル ト を モ チ ー フ に し た 作 品 「 シ ー ボ ル ト ガ ー デ ン （ 2013〜
2019）」、海 辺に 和船 を 思わ せる 立 体作 品を 設 置し た「 水 の下 の空 （ 2016〜）」 のほ か 、
本島 の石 を 使っ て惑 星 の軌 道を イ メー ジし た「ワ ール ド ライ ンズ（ 2019〜）」、塩飽 大⼯
の建 てた 建 物の 中で 柱 や梁 、畳 や 建具 のも つ 均整 を利 用 した「レ ボ リュ ーシ ョ ン（2019
〜 ）」 な ど 、 島 に ち な ん だ 作 品 を 展 開 し て き た 。 ま た 、 重 要 伝 統 的 建 造 物 群 保 存 地 区 の
笠島 集落 を 作品 展開 の 基点 とし 、島の 歴史 あ る地 域資 産 を作 品と 共 に紹 介し た 。2019 で
は、タイ の アー ティ ス トの 食の ワ ーク ショ ッ プに 島内 の 飲食 店が 参 加し て、会 期中 にタ
イの メニ ュ ーを 提供 し 、毎 日曜 日 は港 でマ ル シェ を展 開 した 。  
今後 の展 開 方針  
＜島 の歴 史 に焦 点を 当 てる ＞  
塩飽 水軍 の 本拠 地と し て栄 えた 本 島独 特の 歴 史や 、重 要 伝統 的建 造 物群 保存 地 区に 選定
され てい る 笠島 まち 並 み保 存地 区 の特 徴を 生 かし た作 品 の制 作に 努 める 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

 
 
 
 
Vertrek「 出 航 」  

 
 
 
 
漆 喰・鏝 絵 か ん ば ん
プ ロ ジ ェ ク ト  

 
 
 
 
善 根 湯 × 版 築 プ ロ
ジ ェ ク ト  

 
咸 臨 の 家  

 
 
 
 

水 の 下 の 空  

 
産 屋 か ら 、殯 屋 か ら  

 
 
 
 
レ ボ リ ュ ー シ ョ ン ／
ワ ー ル ド ラ イ ン ズ  
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―高⾒島  
特色 ・コ ン セプ ト  

かつ ては 蚊 取り 線⾹ の 原料 であ る 除虫 菊の 栽 培が 盛ん で 、真 っ⽩ な 花が 島を 覆 い尽 くす
ほど であ っ た 。最 盛期 には 1,000 人を 超え た 人口 も 、殺 虫剤 の普 及 によ り除 虫 菊の 生産
が途 絶え た こと や、 高 度経 済成 ⻑ 期時 の関 ⻄ への 流出 等 を経 て、 今 では 極端 に 少な い。 
約 25 度の 急傾 斜地 に 家が 建ち 並 び、 縫う よ うに 小路 が 伸び る独 特 の古 い町 並 みと 自然
石の 乱れ 積 み石 垣が 残 る集 落で、空き 家を 活 用し た作 品 展開 を⾏ っ てき た。ま た、地 域
住⺠ が中 心 とな って 地 域独 特の 食 文化 であ る「茶が ゆ」を振 る舞 う など、来場 者へ のお
接待 も⾏ わ れて きた 。  
2019 まで の取 組み  
2013 年か ら会 場に 加 わり、2019 年で 3 回目 の秋 会期 を 迎え た。高 ⾒島 にお け るア ート
プロ ジェ ク トは 、2013 年の当 初 より 活動 を 継続 して い る京 都精 華 大学 チー ム が中 心と
なり 展開 し てい る。  
「除 虫菊 の 家（2013〜 ）」、古 ⺠家 の壁 に突 き 刺さ った ア クリ ル板 を 通じ て光 が 室内 へと
射し 込む「 時の ふる 家（2016〜）」、か つて そ こで 暮ら し てい た人 々 の生 活や 記 憶を 紡い
だ「 まな う らの 景色 （ 2019〜）」 など 、島 に 残さ れた 伝 統的 な古 ⺠ 家や 人々 の 暮ら し、
かつ て栽 培 が盛 んで あ った 除虫 菊 など を題 材 にし た作 品 を展 開し て きた 。  
2013 年、2016 年では 高台 に建 つ 家で 展開 さ れた 「海 の テラ ス（2013〜）」も 、今 回は
より 臨場 感 を味 わえ る よう 、浦 地 区独 特の 石 造り の集 落 の中 に移 転 し、海に 向 かっ て突
き出 すよ う にテ ラス を 設置 。オ フ ィシ ャル ツ アー 客に も ラン チを 提 供し た。  
今後 の展 開 方針  
＜若 い世 代 を巻 き込 ん だ会 場作 り ＞  
高 ⾒ 島 を ま る ご と 美 術 館 に ⾒ 立 て る 京 都 精 華 大 学 の プ ロ ジ ェ ク ト を 中 心 に 引 き 続 き ア
ート を展 開 して いく ほ か、 島外 の 若い 世代 に よる 芸術 祭 への 参加 を 促し てい く 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  
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う つ り か わ り の 家  
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過 日 の 同 居  
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―粟島  
特色 ・コ ン セプ ト  

戦国 時代 は 塩飽 水軍 の 拠点 とな り 、江 ⼾時 代 から 明治 初 期ま で北 前 船の 寄港 地 とし て栄
えた 。そ の 後、1897 年に 日本 で 最初 の国 立 海員 学校 が 設立 され 、 多く の船 乗 りを 輩出
した が、 海 運業 の衰 退 で 1987 年 に閉 鎖さ れ た。 その 跡 地に 、粟 島 海洋 記念 公 園と して
整備 され た「粟 島海 洋 記念 館」は 、島 のシ ン ボル とな っ てお り、90 年間 の歴 史 と誇 りが
今も 色濃 く 残っ てい る 。  
2010 年か ら続 く日 比 野克 彦の 「 瀬⼾ 内海 底 探査 船美 術 館プ ロジ ェ クト 」を 基 軸に 、瀬
⼾ 内 海 の 歴 史 や 環 境 を 学 び 、 そ の 魅 力 を 感 じ さ せ る ア ー ト プ ロ ジ ェ ク ト を 展 開 し て い
る。  
2019 まで の取 組み  
2013 年 か ら 会 場 に 加 わ り 、 2019 年 で ３ 回 目 の 秋 会 期 を 迎 え た 。 海 底 か ら 引 き 揚 げ た
品々 を展 示 する「 一昨 日丸 」や「 ソコ ソコ 想 像所 」など の「瀬 ⼾内 海底 探査 船 美術 館プ
ロジ ェク ト （2010〜）」を 基軸 に 作品 を展 開 して いる 。 また 、使 わ れな くな っ た郵 便局
を一 部改 装 し、「漂 流 私 書箱 」を設 置し た「漂 流郵 便局（ 2013〜2016）」が 全 国 的な 話題
を集 めた 。2016 年に は旧 幼稚 園 や島 の廃 校 を使 用し た「思考 の輪 郭（2016〜 ）」、「 過ぎ
去っ た子 供 達の 歌（2016〜）」な どの イン ス ター レー シ ョン を展 開 した 。ま た 、粟 島芸
術家 村で は 、「粟 島 ア ーテ ィス ト ・イ ン・ レ ジデ ンス 」 作家 等の 作 品展 示を ⾏ った 。  
2019 年 に は 、 種 は 「 人 や も の 、 地 域 を つ な ぐ “船 ”の よ う 」 と い う 発 想 で 造 船 さ れ た
「TANeFUNe」で粟島 の海 岸線 を 調査 する《 種は 船プ ロ ジェ クト》や、世 界の 海洋 環 境
を 調 査 し て き た 「 TARA」 に よ る 活 動 記 録 や タ ラ 号 乗 船 ア ー テ ィ ス ト の 作 品 展 示 を ⾏ っ
た 。ま た 、瀬⼾ 内海 で 育っ た少 女 たち 、かつ ての 少女 た ちが「 粟島 海員 学校 物 語 」を 上
演し た瀬 ⼾ 内少 女歌 劇 団の イベ ン トも ⾏っ た 。  
今後 の展 開 方針  
＜海 洋記 念 館を 基点 と した 作品 の 広が り＞  
拠点 施設 で ある 粟島 海 洋記 念館 の 改修 ⼯事 が ⾏わ れる が 、島 のシ ン ボル であ る 記念 館の
文化 と歴 史 と、 芸術 祭 が関 わり を 持つ よう に 作品 を展 開 して いく 。 記念 館を 基 点と し、
作品 の広 が りが 島全 体 にも たら さ れる こと を 重視 する 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  

 
 
 
  

 
 
 
 
瀬 ⼾ 内 海 底 探 査 船
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過ぎ去った子供達の歌 
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―伊吹島 
特色 ・コ ン セプ ト  

瀬⼾ 内海 の 中央 部、燧 灘(ひう ち なだ)に 浮 かぶ 伊吹 島 は、讃岐 う どん のダ シ に欠 かせな
い良 質な 煮 干し（ イリ コ ）の 生産 が盛 んで 、伊吹 島沖 で 獲れ たも の は「伊 吹い りこ 」の
ブラ ンド で 出荷 され て いる。また 、独特 の趣 を湛 え、日 本で 唯一、平安 時代 の 京言 葉の
アク セン ト を残 す島 で もあ る。  
島の 活気 あ る漁 撈文 化 を活 かす と とも に、島 に点 在す る 独特 の歴 史 資産 を明 ら かに する
活動 を展 開 して いる 。  
2019 まで の取 組み  
2013 年か ら会 場に 加 わり 、2013 は夏 、2016 は秋会 期に 参加 。 廃校 の校 庭 に設 置し た
「ト イレ の 家（2013〜 ）」、漁 網や 浮き など の 漁道 具や 生 活用 品を 素 材に 島の 人 たち や小
中学 生ら と とも に作 っ た「沈 ま ぬ 船（2013〜 2016）」、み かん ぐみ ＋ 明治 大学 学 生が 島独
特の 材料 を 使用 して 建 立し た「 イ リコ 庵（2016〜）」、島 の素 材を 使 い、瀬⼾ 内 の風 を感
じさ せる 作 品「Here,There,Everywhere:Project Another Country-Dap-Pay-（2016）」
など 、イ ワ シ漁 や島 の 暮ら し、 風 俗に 根ざ し た作 品を 展 開し た。  
2019 年に は 、生 命誕 生の 場で あ る「出 部屋 」の跡 地に 、栗林 隆に よる 作品「 伊吹 の樹 」
を展 開し た 。また 、島 は膜 であ り 、生命 は海 の縁 どり を ⾏来 し生 ま れ続 ける と いう テー
マの もと ⾏ った パフ ォ ーマ ンス「 島膜_Ibuki」も 好評 で あっ た。島 のお ⺟さ ん ら有 志は 、
手づ くり の 島の 味「 う らら の伊 吹 島弁 当」 で 来島 者を も てな した 。  
今後 の展 開 方針  
＜鑑 賞者 の 回遊 を促 す ＞  
島内 の各 地 域に 歴史 的 な独 特の 文 化が ある こ とか ら、そ れら 地域 の 個性 と作 品 とが 結び
つく よう に 作品 展開 を 進め てい く 。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 展 開プ ロジ ェ クト  
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ふたつのものすべての中に 
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―高松港周辺 
特色 ・コ ン セプ ト  

島へ の玄 関 口、海 との 出合 いの 場 でも ある 高 松港 は、芸 術祭 が始 ま って 以来、ヒト・モ
ノ・ コト が 集ま るマ ザ ーポ ート と して の役 割 を担 って き た。  
人を 送り 出 すだ けで は なく 、交 流 拠点 とも な るよ う、ア ート やイ ベ ント を展 開 して きた
ほか、「 産物 」や「 食 」が集 まる マ ーケ ット を 設置 し 、芸 術祭 の来 訪 者に 食の 楽 しみ など
も提 供し て きた。また 、宿泊 拠点 とも なる 高 松港 では、夜の 港や 街 を楽 しむ プ ログ ラム
や、来訪 者 を迎 え⼊ れ る船 の出 ⼊ りの 演出 な ど、にぎ わ いと おも て なし のプ ロ グラ ムも
展開 して き た。  
2019 まで の取 組み  
高松 港に 立 つ、 高さ 8ｍの カラ フ ルな 2 本の 柱「Liminal Air -core-（2010〜）」な どの
シン ボリ ッ クな 作品 が 設置 され て いる。また 、2010 年、2013 年に は「高 松う みあ かり
プロ ジェ ク ト」で 多く の市 ⺠が 協 働し、2016 年に 続き 2019 年に おい ても、地域 ごと に
独自 性を 有 する 獅子 舞 によ るイ ベ ント を開 催 。家族 連れ で大 いに 賑 わっ た。そ の他、ア
ジ ア と の つ な が り を 深 め る 取 組 み と し て 「 ベ ン ガ ル 島 （ 2013）」、「 瀬 ⼾ 内 ア ジ ア 村
（2016）」 を展 開し た ほか 、栗 林 公園 では 、 瀬⼾ 内の 風 土や 歴史 文 化な どに 根 ざし たパ
フォ ーマ ン スと 地元 食 材を 使っ た 料理 を振 る 舞う 「讃 岐 の晩 餐会 （ 2016）」を ⾏っ た。 
2019 年に は、 新た な 取組 みと し て、 島か ら 帰っ てき た 人た ちが 夜 間も 作品 を 鑑賞 でき
る よ う 、 北 浜 ア リ ー で 「 う ち わ の 骨 の 広 場 」、「 LEFTOVERS」 な ど を 展 開 し た ほ か 、 四
国村 など の 既存 施設 を 活用 した 作 品・ イベ ン トも 展開 し た。  
今後 の展 開 方針  
＜高 松港 周 辺エ リア を 拡充 させ る ＞  
高松 港を 拠 点と し、作 品や イベ ン トの 展開 場 所と して ⾹ 川県 立ミ ュ ージ アム や 四国 村な
どの 既存 施 設を 引き 続 き活 用し て いく ほか 、高松 市が 屋 島山 上に 設 置予 定の 拠 点施 設や
五色 台の 瀬 ⼾内 海歴 史 ⺠俗 資料 館 など と連 携 した 取組 み を進 めて い く。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 プ ロジ ェク ト  
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―宇野港周辺 
特色 ・コ ン セプ ト  

1909 年に 本州 と四 国 を結 ぶ鉄 道 連絡 船の 港 湾と して 整 備さ れ、 翌 年に は宇 野 線が 開通
し、 同時 に 宇高 連絡 船 が就 航し た 。1988 年 の瀬 ⼾大 橋 完成 に伴 っ て宇 高連 絡 船が 廃止
され たが 、 ⺠間 航路 の フェ リー タ ーミ ナル と して の整 備 が進 めら れ た。  
本州 側か ら 瀬⼾ 内の 島 々へ の玄 関 口と して 情 報が 集ま る 拠点 を目 指 し、人が 集 まる プラ
ット ホー ム を設 置。 ア ート トリ ッ プへ の出 発 を盛 り上 げ る始 まり の 場所 とな っ てい る。 
2019 まで の取 組み  
宇野 港の シ ンボ ルと し て家 庭の 不 要品 を集 め て作 った 「 宇野 のチ ヌ （2010〜）」を 設置
し 、2016 年には コチ ヌ も生 まれ た 。宇野 港「 連絡 船の 町 」プロ ジェ クト（2010〜2019）
では、毎年 、船や 港に まつ わる フ ォト コン テ スト を⾏ い 、街中 での 写真 展示 を ⾏っ てき
た。「 舟底 の 記憶（2013〜）」や「海 の記 憶（2016〜）」、「IN TRANSITION / IN PROGRESS
（2019）」とい った 港 を想 起さ せ る作 品や 宇 野み なと線 4 駅をア ー ト化 した「JR 宇野み
なと 線ア ー トプ ロジ ェ クト（2016〜）」、「 終 点 の先 へ（2016〜）」な ど 、本 州側 の玄 関口
であ る宇 野 駅・宇 野港 らし さを 生 かし た作 品 のほ か、瀬 ⼾内 の島 々 と造 船所、自然 と人
⼯ の 風 景 が 混 在 し て い る 場 所 か ら ⾒ え て く る も の を 表 現 し た 「 斜 め の 構 成 １  / 斜 め の
構 成 ２  / 水 平 の 構 成 ３ （ 2019）」 と い っ た 地 域 の 歴 史 や 文 化 に 基 づ い た 作 品 を 展 開 し
た。  
また 、地 元 のお いし い もの と瀬 ⼾ 内の 幸を ふ んだ んに 詰 め込 み、お かず もお 弁 当箱 も全
て玉 野の「 玉」から イ メー ジし て 丸い 形状 に した「た ま のの“たま べん”」を 食の 取組 み
とし て展 開 した 。  
今後 の展 開 方針  
＜滞 留拠 点 を目 指し た 取組 み＞  
本州 側の 玄 関口 とし て の役 割を 担 って きた 宇 野港 に、島 から 帰っ て きた 人た ち が⻑ く留
まっ ても ら える よう な 仕組 みを 整 える こと で 、単 なる 通 過点 では な く、滞留 拠 点と して
の役 割も 担 える よう 検 討し てい く 。  
また 、地 元 学生 が外 国 人観 光客 と 交流 する な ど、宇野 港 を教 育フ ィ ール ドと し て活 用す
る「 た まの スチ ュー デ ント ガイ ド プロ グラ ム 」や 、「食 プ ロジ ェク ト 」な ど を⾏ い、地 元
住⺠ によ る 芸術 祭へ の 関わ りを よ り一 層深 め る。  

 
主な 既存 作 品・ 継続 プ ロジ ェク ト  
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4-3 アーティスト選考  

ア ー テ ィ ス ト の 選 考 は 、 作 品 設 置 場 所 等 の 諸 条 件 、 地 域 の 素 材 や
住 ⺠ と の 関 わ り な ど を 考 慮 し 、 招 待 又 は 公 募 に よ っ て ⾏ い ま す 。 選
考 に 当 た っ て は 、 作 家 の 能 力 や 実 績 、 活 動 等 に つ い て で き る だ け 幅
広 い 情 報 を 収 集 し 、 円 滑 か つ 効 果 的 に 選 考 を ⾏ う た め の 体 制 を 整 え
ます 。  

 
招待：サイ トス ペシ フ ィッ ク ＊ な 作品 制作 や 、コ ミ ュニ ケー ショ ン を

テ ー マ と す る 作 品 展 開 な ど に 定 評 ・ 実 績 の あ る ア ー テ ィ ス ト 、
並び に新 進 気鋭 のア ー ティ スト を 国内 外か ら 招待 しま す 。  

 
公 募 ： 島 々 の 魅 力 を 発 ⾒ し 、 地 域 資 源 を 活 か し た ア ー ト プ ロ ジ ェ ク

トを 広く 国 内外 から 公 募し ます 。新し い才 能 の発 掘・育 成の場
とす ると と もに 、事 前 広報 の場 と して も活 用 しま す。  

 
＊ サ イ ト ス ペ シ フ ィ ッ ク  

特 定 の 場 所 に 帰 属 す る 性 質 を 示 し 、 美 術 作 品 の 場 合 は 、 場 所 を 活 か し  
た 表 現 に よ り 制 作 さ れ た 作 品 を 指 す 。  
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5-1 方針  

  5-1-1 基 本方 針  
芸 術 祭 の 会 場 の 多 く は 離 島 で す 。 船 に 乗 っ て 島 に 渡 り 、 作 品 に た

ど り 着 く ま で の プ ロ セ ス 、 決 し て 便 利 と は 言 え な い 島 の 暮 ら し を 体
験 す る こ と そ の も の が こ の 芸 術 祭 の 魅 力 で あ り 、 特 徴 で す が 、 一 方
で フ ェ リ ー な ど の 海 上 交 通 の 便 数 や 島 内 の 移 動 手 段 、 島 内 の 宿 泊 や
食 事 場 所 に は 限 り が あ る こ と か ら 、 会 期 中 に は そ れ ら の 充 実 も 欠 か
せま せん 。  

島 の 体 験 そ の も の と 利 便 性 の バ ラ ン ス を ⾒ 極 め な が ら 、 海 上 交 通
及 び 島 内 交 通 に 関 す る 対 策 を 講 じ 、 来 場 者 の 交 通 手 段 の 確 保 に 努 め
る ほ か 、 高 松 港 ・ 宇 野 港 周 辺 も 含 め た 宿 泊 な ど の 受 ⼊ 態 勢 の 充 実 に
努め ます 。  

 
  5-1-2 取 組み の 概要  

船 や バ ス な ど の 交 通 事 業 者 や 地 元 市 町 等 と の 連 携 を 図 り 、 会 期 中
の 新 規 航 路 の 開 設 や 既 存 航 路 の 増 便 な ど を 検 討 す る と と も に 、 規 模
の大 きな 島 では 、バ ス 路線 の充 実 につ いて 検 討し ます 。  

また、会 期 中、十 分 な 数の 来場 者 に対 応で き るよ う、各 会場 におけ
る宿 泊な ど の受 ⼊環 境 につ いて 、 可能 な対 応 を検 討し ま す。  

 

5-2 海上交通  

  5-2-1 会 期中 の 航路 拡充 等  
会 場 と な る 島 々 を 結 ぶ 交 通 ア ク セ ス の 向 上 を 図 る た め 、 新 規 航 路

（ 臨 時 航 路 ） の 開 設 や 既 存 航 路 の 増 便 、 臨 時 便 の 確 保 に 向 け 運 航 事
業者 と調 整 しま す。  

 
  5-2-2 共 通乗 船 券  

来 場 者 の 利 便 性 向 上 や 乗 船 窓 口 付 近 で の 混 雑 緩 和 を 図 る た め 、 フ
ェリ ー共 通 乗船 券の 導 ⼊に つい て 検討 しま す 。  

 

5-3 島内交通  

直島 、豊島 、女 木 島、小豆 島 、本 島に おい て は、地 元市 町等 と連 携
しな がら 、既存 バス 路 線の ダイ ヤ の増 便等 を ⾏い ます 。また 、ル ート
や ダ イ ヤ の ⾒ 直 し が 必 要 と 考 え ら れ る 路 線 に つ い て 、 関 係 者 と 調 整
しま す。  

 

第５章 受入環境の整備 
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5-4 本土側のアクセス  

空 港 や 駅 か ら 港 ま で の 交 通 ア ク セ ス を 充 実 さ せ る た め 、 シ ャ ト ル
バス の運 ⾏ や臨 時駐 車 場の 開設 に つい て地 元 市町 等と 調 整し ます 。  

 

5-5 混雑対策  

会 期 中 の 祝 日 や 週 休 日 の 状 況 等 を も と に 、 混 雑 日 、 受 ⼊ に 余 裕 の
あ る 日 を あ ら か じ め 来 場 者 が 把 握 し 、 来 場 す る 際 の 参 考 に で き る よ
う混 雑予 想 カレ ンダ ー を作 成し ま す。  

ま た 、 関 係 観 光 協 会 や ホ テ ル 旅 館 等 宿 泊 事 業 者 の 団 体 と 連 携 し 、
公式 ウェ ブ サイ ト等 で 来場 者に 対 して 宿泊 情 報を 提供 し ます 。  

 

5-6 芸術祭鑑賞ツアー  

広範 囲に 点 在す る数 多 くの 作品 を 楽し むた め には 、船や バス のコ
ー ス を う ま く 組 み 立 て る 必 要 が あ り ま す が 、 慣 れ な い 来 場 者 に は 、
難し さも あ りま す 。そ のよ うな 来 場者 のニ ー ズに 応え る ため 、各会
場の 作品 を 効率 よく 鑑 賞で き、島 巡り を存 分 に味 わう こ とが でき る
芸術 祭鑑 賞 ツア ーを 実 施し ます 。  

Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 瀬 ⼾ 内 こ え び ネ ッ ト ワ ー ク や ツ ア ー 会 社 な ど と 連 携
して 、アー ト作 品や 島 の歴 史・文 化な どに つ いて 案内 す るガ イド 付
きツ アー を 実施 する こ とで、より 深く 芸術 祭 と島 々を 知 る機 会を 提
供し ます 。  

 

5-7 警護・救急体制の整備  

会場 とな る 各島 や本 土 側の 港に お いて 、芸術 祭開 催時 の 混雑 対応・
安 全 確 保 の た め 必 要 な 場 所 に は 、 警 備 員 を 配 置 し て 対 応 が で き る よ
うに しま す 。  

緊 急 時 に 迅 速 か つ 的 確 な 対 応 が で き る よ う 、 事 故 ・ 災 害 の 種 別 ご
との 具体 的 な運 用方 法 を記 載し た 会場 別マ ニ ュア ルを 整 備し ます 。  

会場 で傷 病 者が 発生 し た場 合は、消防 局・本 部等 との 連 携の もと 、
各 島 の 診 療 所 等 へ の 協 力 を 要 請 し ま す 。 な お 、 緊 急 時 に は 防 災 ヘ リ
や救 急艇 を 活用 でき る よう 関係 機 関と の調 整 を⾏ いま す 。  
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6-1 方針  

6-1-1 基 本方 針  
芸術 祭は 、テー マで あ る「 海 の復 権」の 実現 に向 けて 、現代 アー ト

を 媒 介 に 、 地 域 の 活 性 化 や 再 生 活 動 に つ な が る こ と を 目 的 と し て い
ます 。  

そ の た め に は 、 ア ー テ ィ ス ト と 地 域 住 ⺠ 、 ボ ラ ン テ ィ ア サ ポ ー タ
ー な ど に よ る 協 働 の ほ か 、 国 や 世 代 、 ジ ャ ン ル を 超 え た 幅 広 い 層 の
つ な が り が 不 可 欠 と な る こ と か ら 、 そ う し た 多 様 な 層 を 含 め た 広 範
囲に わた る 情報 発信 を ⾏っ てい き ます 。  

同時 に、芸 術祭 を支 え る仕 組み や 、地 域の 自 然、文化 、歴 史、⺠俗 、
生 活 な ど を 包 括 的 に 伝 え る こ と に よ り 、 芸 術 祭 の 開 催 意 義 を 広 く 伝
えて いき ま す。  

 
6-1-2 取 組み の概 要  

企 画 発 表 会 、 地 元 説 明 会 や 島 々 で の 関 連 イ ベ ン ト な ど を 通 じ た Ｐ
Ｒ活 動を ⾏ って いく と とも に、ポ スタ ー・リ ーフ レッ ト や公 式ウ ェ ブ
サ イ ト な ど 、 さ ま ざ ま な 広 報 ツ ー ル に よ り 芸 術 祭 に 関 す る 情 報 を タ
イム リー に 提供 しま す 。ま た 、こ れま で重 視 して きた パ ブリ シテ ィ の
活 用 に 加 え 、 よ り ダ イ レ ク ト に 情 報 を 伝 え る こ と が で き る Ｓ Ｎ Ｓ の
活用 に力 を 注い でい き ます 。  

 

6-2 情報発信活動  

6-2-1 ビ ジュ アル 展 開  
日 本 を 代 表 す る グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ナ ー の 原 研 哉 が 、 こ れ ま で の

芸術 祭の ブ ラン ドイ メ ージ を引 き 継ぎ 、芸術 祭 2022 の 広報 デザ イ ン
全般 を手 掛 けま す。そ して 、そ れ をも とに 、芸術 祭の イ メー ジを 広く
伝え てい き ます 。  

 
6-2-2 メ ディ ア向 け 広報  

 芸 術 祭 の 認 知 度 を 高 め る と と も に 、 芸 術 祭 の 開 催 意 義 を 的 確 に 伝
え 、 ブ ラ ン ド イ メ ー ジ の 向 上 や ブ ラ ン ド 力 の 強 化 を 図 る た め 、 美 術
系 や 旅 ⾏ 系 の メ デ ィ ア に と ど ま ら ず 、 社 会 系 の メ デ ィ ア な ど 、 幅 広
い分 野の メ ディ アを 対 象に 情報 発 信を ⾏い ま す。  

ま た 、 国 内 外 に 向 け た 積 極 的 な 情 報 発 信 を 展 開 す る た め 、 東 京 な
どに おい て 企画 発表 会 を開 催し 、 取材 誘致 に 取り 組み ま す。  

 
 

第６章 広報 
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6-2-3 一 般向 け広 報  
ポス ター や リー フレ ッ ト、 公式 ウ ェブ サイ ト 、SNS など 多様 な媒

体 を 活 用 し た 情 報 発 信 を ⾏ う ほ か 、 各 種 広 報 誌 へ の 掲 載 な ど に よ り
芸術 祭へ の 来場 を促 し ます 。  

また、島々 での 芸術 祭 関連 イベ ン ト等 を通 じ て、芸 術祭 2022 の告
知と より 一 層の サポ ー ター の獲 得 を図 りま す 。  

 
6-2-4 旅 行エ ージ ェ ント 向け 広 報  

関 係 自 治 体 や 関 係 団 体 が 実 施 す る プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 と 連 携 し 、
東 京 な ど の 主 要 都 市 で 、 旅 ⾏ エ ー ジ ェ ン ト を 対 象 に し た 説 明 会 や 商
談 会 に お い て 芸 術 祭 の 魅 力 を 伝 え る ほ か 、 作 品 鑑 賞 や 島 巡 り を 楽 し
める 情報 を 提供 する こ とに より 、 旅⾏ 商品 の 造成 を促 し ます 。  

 

6-2-5 海 外向 け広 報   
海 外 の メ デ ィ ア に 適 切 な 情 報 提 供 を ⾏ い 、 広 く 発 信 し て も ら う こ

と で 、 で き る だ け 多 く の 方 々 に 正 確 な 情 報 が 届 け ら れ る よ う な 仕 掛
けを 講じ て いき ます 。  

ま た 、 国 や 世 代 、 ジ ャ ン ル を 超 え た 幅 広 い 層 と の 交 流 が 図 ら れ る
よう 、公 式 ウェ ブサ イ トや SNS を活 用し た 情報 発信 を ⾏い ます 。  

 

6-3 広報ツール 
6-3-1 公 式ウ ェブ サ イト   

芸 術 祭 の 価 値 や 魅 力 に つ い て 、 国 内 外 に お け る 認 知 度 を よ り 高 め
る た め 、 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト に お い て 芸 術 祭 に 関 す る さ ま ざ ま な 情 報
を 集 約 し て 発 信 す る と と も に 、 公 式 ウ ェ ブ サ イ ト の 内 容 の 充 実 を 図
りま す。  

また 、現⾏ の５ ヵ国 語（日 本 語・英語・中国 語（ 簡 体字・繁体 字）・
韓国 語） に よる 多言 語 化を 引き 続 き⾏ いま す 。  

 
6-3-2 公 式 SNS 

情 報 の 伝 達 や 拡 散 な ど に 有 効 で あ る フ ェ イ ス ブ ッ ク や ツ イ ッ タ ー 、
イン スタ グ ラム などの SNS を 活用 し、瀬⼾ 内 の最 新情 報 や作 品制 作
状 況 な ど を タ イ ム リ ー に 発 信 す る こ と に よ り 、 利 用 者 が 芸 術 祭 を よ
り身 近に 感 じ、 来場 意 欲を 高め ら れる よう 取 り組 みま す 。  

 
6-3-3 ポ スタ ー、 リ ーフ レッ ト   

芸 術 祭 2022 の ポ ス タ ー と リ ー フ レ ッ ト を 作 成 し 、 ⾸ 都 圏 や 関 ⻄
圏、中四 国 など で配 布・掲 出し ま す。また 、空港 、駅 、港な どの 交通
拠 点 を は じ め 、 旅 ⾏ 会 社 、 全 国 の 美 術 館 や ギ ャ ラ リ ー な ど の 文 化 施
設、美術・建築 系大 学 など の教 育 施設 、連 携 する アー ト イベ ント など
へ 効 果 的 に 配 布 ・ 掲 出 す る こ と で 、 芸 術 祭 の イ メ ー ジ を 広 く 発 信 し
ます 。  
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7-1 方針  

  7-1-1 基 本方 針  
船 で 島 に 渡 り 、 多 く の 人 に と っ て の 日 常 か ら 離 れ た 場 所 を 巡 っ て

い く こ と が 芸 術 祭 の 醍 醐 味 の ひ と つ で す が 、 船 旅 ・ 島 旅 に 馴 染 み の
ない 来場 者 にと って は 、知 識や 情 報、経験 の 少な さか ら 、心 理的 な不
安 を 感 じ る 面 も あ り ま す 。 そ の た め 、 来 場 者 の ニ ー ズ に 応 じ た 十 分
な 情 報 を 、 来 場 者 が 事 前 に 計 画 を 立 て る 段 階 や 、 実 際 に 現 地 を 訪 れ
て か ら な ど 、 時 期 に 応 じ て 適 切 に 提 供 で き る 体 制 を 整 え 、 ス ム ー ズ
に島 々や 作 品を 巡る こ とが でき る よう にし ま す。  

 
  7-1-2 取 組み の 概要  

イ ン タ ー ネ ッ ト や ガ イ ド ブ ッ ク を 通 じ て 、 芸 術 祭 を 巡 る た め に 必
要 な 情 報 を 来 場 者 が 事 前 に ⼊ 手 で き る よ う に す る ほ か 、 現 地 を 訪 れ
た来 場者 に は、モバ イ ルア プリ な どに より 巡 り方 や作 品 の開 館状 況 、
イベ ント な どの 情報 提 供を ⾏え る よう に検 討 しま す。  

ま た 、 会 場 と な る 島 々 や 高 松 港 、 宇 野 港 等 に は 案 内 所 を 設 置 す る
など 、情 報 の提 供や 問 い合 わせ へ の対 応が ⾏ える 環境 を 整備 しま す 。 

なお、これ らの 検討 の 際に は、外 国語 対応 に つい ても 考 慮し ます 。  
 

7-2 公式ウェブサイト  

公 式 ウ ェ ブ サ イ ト に 、 芸 術 祭 に 関 す る 情 報 を 集 約 し 、 来 場 者 が 得
たい 情報 を ５ヵ 国語（ 日本 語、英 語、中 国 語（簡体 字・繁体 字）、韓
国語 ）で 、総合 的に 発 信し ます 。また 、モバ イル 用ア プ リな どと 連 携
し、 来場 者 が島 を訪 れ た際 に必 要 な情 報を 発 信し ます 。  

 

7-3 モバイル用アプリ  

iOS とア ン ドロ イド OS に対応し た公 式ア プ リを 開発 し 、会 場を 巡
る来 場者 に 最新 の情 報 を提 供し ま す。  

混 雑 情 報 や 交 通 状 況 な ど 緊 急 性 の 高 い 情 報 を リ ア ル タ イ ム で 提 供
し、ス ム ー ズに 作品 鑑 賞が でき る よう にす る ほか、多 言 語に 対応 し、
海外 から の 来場 者に 対 して も、 リ アル タイ ム に情 報を 届 けま す。  

 
 
 

第７章 来場者への情報提供 



31 
 

7-4 紙媒体  

ガ イ ド ブ ッ ク や 島 マ ッ プ な ど の 紙 媒 体 に よ り 、 芸 術 祭 の ア ー ト 作
品 の 情 報 や 交 通 ア ク セ ス な ど の 情 報 を 掲 載 し 、 来 場 者 が 島 を 訪 れ た
際の 道案 内 にな るよ う 情報 提供 を ⾏い ます 。  

 

7-5 案内所の設置  

芸 術 祭 の マ ザ ー ポ ー ト と な る 高 松 港 に 芸 術 祭 の 総 合 案 内 所 を 設 置
す る ほ か 、 会 場 と な る 島 々 や 本 土 側 の 港 等 に も 案 内 所 を 設 置 し 、 作
品 や イ ベ ン ト の 案 内 、 交 通 機 関 や 作 品 施 設 で の 混 雑 情 報 な ど 芸 術 祭
に関 する 情 報を 提供 し ます 。  

設置 に際 し ては、地元 市町 等と 連 携し なが ら 、効率 的な 開設 時間 、
人 員 配 置 を 検 討 し ま す 。 ま た 、 外 国 語 対 応 が 可 能 な 人 員 の 配 置 や 翻
訳 ア プ リ 等 の ツ ー ル の 活 用 に よ り 、 海 外 か ら の 来 場 者 へ の 案 内 を 充
実さ せま す 。  

 
           
 

案内 所種 別  業務 内容  

総合 案内 所  
 ・ 高松 港  

・芸 術祭 に 関す る総 合 案内  
・各会 場 の 作品 やイ ベ ント、 宿泊 、交通  

等の 総合 的 な案 内  
・作 品鑑 賞 パス ポー ト 、ガ イド ブ ック 、 

グッ ズ等 の 販売  
・重 点的 な 外国 語対 応  
・Wi-Fi 環 境の 整備  
・観 光地 等 の案 内  

案内 所  
 ・各 会場 の島 や本 土  

側の 港等  

・島内 の 作 品や イベ ン ト、宿 泊、 交通 等 
の案 内  

・作 品鑑 賞 パス ポー ト 、ガ イド ブ ック 、 
グッ ズ等 の 販売  

・外 国語 対 応  
・Wi-Fi 環 境の 整備  
・観 光地 等 の案 内  
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8-1 方針  

ア ー テ ィ ス ト と 地 域 を つ な ぎ 、 作 品 と 来 場 者 を 結 ぶ 役 割 を 担 う 重
要 な 存 在 と な る の が 国 内 外 か ら 集 ま る サ ポ ー タ ー で す 。 作 品 制 作 や
会 期 中 の 作 品 や イ ベ ン ト の 運 営 、 会 期 外 に お け る 島 の 地 域 ⾏ 事 へ の
参 加 な ど 、 多 く の サ ポ ー タ ー が 関 わ っ て 芸 術 祭 を 盛 り 上 げ る こ と が
でき るよ う 、関 係組 織 の育 成や 連 携に 取り 組 みま す。  

 

8-2 ボランティアサポーター「こえび隊」  

  8-2-1 取 組み の 概要  
芸 術 祭 2010 の 際 に 組 織 さ れ た ボ ラ ン テ ィ ア サ ポ ー タ ー 「 こ え び

隊」が引 き 続き 芸術 祭 を支 えま す 。こ えび 隊 事務 局機 能 を担 う「NPO
法 人 瀬 ⼾ 内 こ え び ネ ッ ト ワ ー ク 」 が 中 心 と な り 、 各 種 メ デ ィ ア や Ｓ
Ｎ Ｓ 等 を 活 用 し 、 広 く こ え び 隊 へ の 参 加 を 呼 び 掛 け 、 既 に 活 動 し て
い る こ え び 隊 メ ン バ ー に は 、 継 続 的 な 活 動 の 中 で 、 新 し い 参 加 者 へ
の 情 報 共 有 や 、 ア ド バ イ ス な ど 活 躍 の 幅 を 広 げ て も ら い 、 こ え び 隊
の一 層の 育 成・ 強化 を 目指 しま す 。  

 
  8-2-2 具 体的 な 取組 み  

こ え び 隊 が 芸 術 祭 サ ポ ー タ ー の 中 心 と な り 、 地 域 サ ポ ー タ ー や 企
業 サ ポ ー タ ー 等 と 協 力 し な が ら 、 芸 術 祭 や 地 域 に 深 く 根 ざ し た 活 動
を通 して 、 島と 人を つ なぎ ます 。  

会 期 前 に は 、 ア ー テ ィ ス ト や 地 域 住 ⺠ と 共 に 作 品 制 作 を 手 伝 い 、
会 期 中 に は 、 作 品 受 付 や 島 内 ガ イ ド を ⾏ う な ど 、 来 場 者 が よ り ス ム
ーズ に充 実 した 作品 鑑 賞が でき る よう 取り 組 みま す。  

さら に、会 期外 にも 、島の 地域 ⾏ 事や 文化 活 動に 参加 す るな ど、住
⺠と の交 流 の機 会を 創 出し 、地 域 活性 化の 取 組み を支 え ます 。  

ま た 、 こ え び 隊 へ の 新 規 加 ⼊ 者 を 増 加 さ せ る と と も に 、 す で に 活
動 し て い る こ え び 隊 メ ン バ ー の ス キ ル ア ッ プ を 図 る た め に 、 勉 強 会
や ミ ー テ ィ ン グ を 開 催 し 、 芸 術 祭 の 趣 旨 や こ え び 隊 の 活 動 内 容 に つ
いて の理 解 を深 め、 作 品や 島に 関 する 知識 の 習得 を目 指 しま す。  

 

8-3 企業・団体ボランティアサポーター  

  8-3-1 取 組み の 概要  
地域 住⺠ や 地元 企業・団体、学 校 など、地 域 を最 もよ く 知る 人たち

が芸 術祭 に 関わ り、支 えて くれ る こと が、来 場者 への お もて なし や、
継 続 的 な 地 域 活 性 化 の 観 点 か ら 重 要 で す 。 前 回 の 芸 術 祭 で は 、 多 く

第８章 芸術祭サポーター 
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の 地 域 住 ⺠ が 作 品 の 制 作 に 始 ま り 、 受 付 や 島 を 挙 げ て の お も て な し
に参 加し 、また 、企 業 ボラ ンテ ィ アの 方も 作 品受 付に 加 わり 、来 場者
と の 交 流 を 深 め ま し た 。 今 回 も 引 き 続 き 、 地 域 に お け る サ ポ ー タ ー
を増 やし て いく 取組 み を⾏ って い きま す。  

 
8-3-2 具 体的 な取 組 み  

地 域 住 ⺠ の 方 に 向 け て 、 学 校 や 公 ⺠ 館 な ど で 説 明 会 を 開 催 し 、 芸
術祭 サポ ー ター への 参 加を 働き か けま す。  

サ ポ ー タ ー 活 動 を ⾏ う こ と が 、 ア ー ト を 通 じ た 地 域 振 興 を 学 び 、
来 場 者 や 島 ⺠ と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 図 る 場 と な る こ と か ら 、 ⾹
川 ・ 岡 山 の 大 学 を 中 心 に 、 イ ン タ ー ン シ ッ プ や 履 修 科 目 の 一 環 と し
ての 学生 の 参加 を働 き かけ てい き ます 。  

地 元 の 企 業 や 団 体 を 訪 問 し 、 芸 術 祭 の 趣 旨 や サ ポ ー タ ー 活 動 の 重
要性 につ い て説 明し 、 サポ ータ ー 活動 への 参 加を 働き か けま す。  
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9-1 方針  

9-1-1 基 本的 方針  
来 場 者 に で き る だ け た く さ ん の 島 を 巡 り 、 多 く の 作 品 を 楽 し ん で

も ら え る よ う な 利 便 性 の 高 い チ ケ ッ ト 制 度 を 検 討 し ま す 。 ま た 、 芸
術 祭 の 思 い 出 を 持 ち 帰 る こ と が で き る よ う 、 魅 力 の あ る グ ッ ズ の 開
発を 検討 し ます 。  

 
9-1-2 取 組み の概 要  

チ ケ ッ ト に つ い て は 、 利 用 者 の ニ ー ズ に 対 応 し 、 分 か り や す く 利
用し やす い 仕組 みを 検 討し ます 。  

グ ッ ズ に つ い て は 、 オ フ ィ シ ャ ル グ ッ ズ の 開 発 や 、 関 連 商 品 の 取
扱い を検 討 しま す。  

 

9-2 チケット  

9-2-1 制 度概 要  
来 場 者 の 多 様 な 旅 ⾏ 形 態 に 適 し た 作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト を 開 発 し ま

す。  
単 体 で 作 品 を 鑑 賞 す る 場 合 の 個 別 鑑 賞 料 は 、 作 品 に 応 じ て 適 正 に

設定 しま す 。  
 

9-2-2 販 売方 法  
パ ス ポ ー ト の 販 売 管 理 及 び 販 売 チ ャ ネ ル の 充 実 を 図 る た め 、 チ ケ

ット 管理 セ ンタ ーを 設 置し ます 。  
また 、来 場 者が パス ポ ート を購 ⼊ しや すい 環 境を 整備 し ます 。  
 

9-2-3 割 引協 力施 設  
芸 術 祭 会 期 中 、 作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト の 掲 示 で 、 ⼊ 場 割 引 や プ レ ゼ

ン ト な ど の 特 典 が 受 け ら れ る 割 引 協 力 施 設 を 募 集 し 、 来 場 者 の 利 便
性向 上に 努 めま す。  

 

9-3 グッズ開発  

で き る だ け 早 期 に 委 託 事 業 者 の 選 定 作 業 等 を 進 め 、 消 費 者 の ニ ー
ズ に 応 じ た 魅 力 の あ る グ ッ ズ の 開 発 を ⾏ う と と も に 、 よ り 多 く の 来
場者 の手 に 届く よう 、 効果 的な 販 売戦 略を 検 討し ます 。

第９章 チケット、グッズ開発 
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10-1 方針  

芸 術 祭 の 盛 り 上 が り は 、 今 や 会 場 と な る 島 々 だ け に と ど ま り ま せ
ん。さま ざ まな 主体 が 芸術 祭に 呼 応し て⾏ う 取組 みが 、全国 、世 界に
広が りつ つ あり ます 。  

プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 な ど に お け る 企 業 等 と の 連 携 、 瀬 ⼾ 内 エ リ ア
や ⾹ 川 ・ 岡 山 エ リ ア で ⾏ わ れ る 文 化 事 業 と の 連 携 に よ り 、 芸 術 祭 の
発信 力を 高 めて いき ま す。  

 
10-2 芸術祭への投資  

10-2-1 取 組み の概 要  
芸術 祭の 趣 旨に 賛同 し てい ただ け る企 業等 か ら寄 付・協 賛を 募り 、

芸術 祭と 社 会と のつ な がり を広 げ てい きま す 。  
 

10-2-2 寄 付募 集の 取 組み  
ウ ェ ブ サ イ ト や チ ラ シ に よ る 案 内 の ほ か 、 ふ る さ と 納 税 等 の 仕 組

みを 利用 し 、芸 術祭 の 趣旨 に賛 同 する 幅広 い 層か ら寄 付 を募 りま す 。 
 

10-2-3 協 賛募 集の 取 組み  
芸 術 祭 の 趣 旨 に 賛 同 す る 企 業 に 対 し 、 現 ⾦ 、 現 物 提 供 に よ る 協 賛

を 募 り ま す 。 よ り 多 く の 協 賛 を 得 ら れ る よ う 、 協 賛 ⾦ 額 に 応 じ た 特
典の 仕組 み を検 討し ま す。  

 

10-3 パートナー制度  

前 回 に 引 き 続 き 、 一 定 ⾦ 額 以 上 の 協 賛 や 独 自 の 事 業 に よ り 支 援 し
てい ただ け る企 業・団 体を「瀬 ⼾ 内国 際芸 術 祭パ ート ナ ー」と称 し、
さま ざま な 形で 連携 を ⾏う こと に より 、相 互 の協 力関 係 を築 きま す 。 

 

10-4 サポーター（再掲）  

地 域 を 最 も よ く 知 る 地 元 企 業 が 芸 術 祭 に 関 わ り 、 支 え て く れ る こ
と が 、 来 場 者 へ の お も て な し や 、 継 続 的 な 地 域 活 性 化 の 観 点 か ら 重
要 で す 。 前 回 の 芸 術 祭 で は 、 企 業 ボ ラ ン テ ィ ア の 方 も 作 品 受 付 等 に
加わ り、来 場者 との 交 流を 深め ま した 。今 回 も引 き続 き 、地 域に おけ
るサ ポー タ ーを 増や し てい く取 組 みを ⾏っ て いき ます 。  

 
 

第１０章 企業との関わり 
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10-5 せとうち企業フォーラム  

企 業 が 文 化 活 動 に 取 り 組 む 意 義 等 に つ い て 、 有 識 者 の 講 義 や 芸 術
祭会 場の 視 察を 通じ て 、企 業経 営 者等 の参 加 者が 考え 、知⾒ を深 め る
取組 みを ⾏ って いき ま す。  
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11-1  方針  

芸術 祭の 開 催を 契機 に 、地元 の住 ⺠が 中心 と なり 、会場 付近 の清 掃
活動 や地 元 の食 の提 供 、来 場者 へ の島 内ガ イ ドな ど、地 域の 活性 化 に
つ な が る 取 組 み が 各 島 で ⾏ わ れ る よ う に な り ま し た 。 こ う し た 活 動
が 一 過 性 の も の と は な ら な い よ う 、 幅 広 い 世 代 に わ た り 継 続 し て い
く機 運を 高 める 取組 み を⾏ って い きま す。  

 

11-2  島間交流  
11-2-1 取 組み の概 要  

芸 術 祭 の 会 場 と な っ て い る 島 の 住 ⺠ が 他 の 島 を 訪 れ 、 他 の 島 の 取
組 み の 好 事 例 を 参 考 に し て も ら う と と も に 、 島 お こ し の 取 組 み な ど
に つ い て 情 報 交 換 を ⾏ う こ と で 、 島 と 島 と の 間 に お け る 人 的 ネ ッ ト
ワー クの 形 成を 支援 し ます 。ま た 、そ こで 生 まれ たネ ッ トワ ーク を も
とに 、住 ⺠ が主 体と な った 地域 活 動の 活性 化 を図 りま す 。  

 
11-2-2 具 体的 な取 組 み  

島 の 活 性 化 に つ な が る 活 動 を ⾏ っ て い る 人 、 活 動 の 意 思 が あ る 人
を 中 心 に 募 集 し 、 各 島 で 継 続 し て 公 開 し て い る 作 品 の 鑑 賞 の ほ か 、
ART SETOUCHI イベ ント や地 元 で開 催さ れ るイ ベン ト など に参 加 し、
地元 住⺠ と 交流 する 時 間を 設け ま す。  

また 、芸 術 祭 2022 の 開催 に合 わ せ、季節 に 応じ て各 島 で訪 問団 を
結成 し、 他 島の 住⺠ 同 ⼠が 交流 す る場 を設 け ます 。  

 
 

11-3 学校との連携  
⾹ 川 県 教 育 委 員 会 や 地 元 の 高 等 学 校 等 と 連 携 し 、 未 来 の 瀬 ⼾ 内 を

担 う 子 ど も た ち を 育 成 す る た め 、 会 場 と な っ て い る 島 々 の 独 自 性 や
国 外 か ら の 来 場 者 が 多 い 芸 術 祭 な ら で は の 特 性 な ど を 生 か し て さ ま
ざま な課 外 活動 等を 展 開し てい き ます 。  

 

11-4 地域の人材育成  
芸術 祭 2022 の開催 に 向け て、 ア ーテ ィス ト が⾏ う作 品 制作 やイ

ベン ト開 催 など の活 動 支援 、ア ー トや 食の 展 開を 通じ た 地域 住⺠・ボ
ラ ン テ ィ ア サ ポ ー タ ー と の 地 域 再 生 に 向 け た 取 組 み な ど 、 芸 術 祭 を
さま ざま な 角度 から 支 え、地域 の 活性 化を 担 う人 材を 発 掘し 、育 成 す
る活 動を ⾏ って いき ま す。  

第１１章 人材確保 
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12-1 方針  

芸 術 祭 の 盛 り 上 が り は 、 今 や 会 場 と な る 島 々 だ け に と ど ま り ま せ
ん 。 さ ま ざ ま な 主 体 が 芸 術 祭 に 呼 応 し て ⾏ う 取 組 み が 、 全 国 に 広 が
りつ つあ り ます 。  

プ ロ モ ー シ ョ ン 活 動 な ど に お け る 企 業 等 と の 連 携 、 全 国 規 模 で 開
催 さ れ て い る 国 際 文 化 芸 術 イ ベ ン ト 等 と の 連 携 に よ り 、 芸 術 祭 の 発
信力 を高 め てい きま す 。  

12-2 県内連携事業  

⾹ 川 県 内 の 市 町 や 団 体 が 実 施 す る 建 築 ・ ア ー ト を 主 体 と し た イ ベ
ント など 、相乗 効果 が 期待 でき る 事業 と連 携 し、芸術 祭 の来 場者 が 各
イ ベ ン ト を 巡 る よ う 促 す こ と で 、 芸 術 祭 の 開 催 効 果 を 広 く 波 及 さ せ
ます 。  

 

12-3 広域連携事業  

芸 術 祭 の 機 運 醸 成 や 文 化 的 発 信 を 拡 大 し て い く た め 、 芸 術 祭 の 開
催 年 だ け で は な く 、 早 い 時 期 か ら 、 全 国 規 模 で 開 催 さ れ て い る 国 際
芸術 祭と 連 携し 、相 互 広報 を実 施 しま す。  
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13-1 資金調達  

13-1-1 取 組み の概 要 （再 掲）  
芸術 祭の 趣 旨に 賛同 し てい ただ け る企 業等 か ら寄 付・協 賛を 募り、

芸術 祭と 社 会と のつ な がり を広 げ てい きま す 。  
 

13-1-2 寄 付募 集の 取 組み （再 掲 ）  
ウ ェ ブ サ イ ト や チ ラ シ に よ る 案 内 の ほ か 、 ふ る さ と 納 税 等 の 仕 組

みを 利用 し 、芸 術祭 の 趣旨 に賛 同 する 幅広 い 層か ら寄 付 を募 りま す 。 
 

13-1-3 協 賛募 集の 取 組み （再 掲 ）  
芸 術 祭 の 趣 旨 に 賛 同 す る 企 業 に 対 し 、 現 ⾦ 、 現 物 提 供 に よ る 協 賛

を 募 り ま す 。 よ り 多 く の 協 賛 を 得 ら れ る よ う 、 協 賛 ⾦ 額 に 応 じ た 特
典の 仕組 み を検 討し ま す。  

 

13-2 パートナー制度（再掲） 

前 回 に 引 き 続 き 、 一 定 ⾦ 額 以 上 の 協 賛 や 独 自 の 事 業 に よ り 支 援 し
てい ただ け る企 業・団 体を「瀬 ⼾ 内国 際芸 術 祭パ ート ナ ー」と称 し、
さま ざま な 形で 連携 を ⾏う こと に より 、相 互 の協 力関 係 を築 きま す 。 

 

13-3 販売収入（再掲） 

前 回 開 催 時 の 利 用 状 況 を 分 析 し 、 来 場 者 の 多 様 な 旅 ⾏ 形 態 に 適 し
た 作 品 鑑 賞 パ ス ポ ー ト を 開 発 し 、 パ ス ポ ー ト の 販 売 管 理 及 び 販 売 チ
ャネ ルの 充 実を 図る た め、 チケ ッ ト管 理セ ン ター を設 置 しま す。  

また 、グ ッ ズ販 売に つ いて は、で きる だけ 早 期に 委託 事 業者 の選 定 
作 業 等 を 進 め 、 消 費 者 の ニ ー ズ に 応 じ た 魅 力 の あ る グ ッ ズ の 開 発 を
⾏う とと も に、より 多 くの 来場 者 の手 に届 く よう 、効 果 的な 販売 戦 略
を検 討し ま す。  
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